
０００１　函館市五稜郭町 ３３‐１

〒060-0001　北海道札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7 3階
TEL 011-231-1919　FAX 011-271-1109

ホームページアドレス　https://www.h-chuokai.or.jp
発行日／2021年1月1日（毎月1日発行）

＊�この機関誌は、誰もが読みやすい
ユニバーサルデザインフォントと
環境にやさしい植物油インキを使
用しています。

N E W S  R E P O R T  C H U O K A I

N o . 7 7 8
2 0 2 1

「コロナ後に、生き残る企業の条件」
セミナーを開催！

支部だより（釧根支部）

支部だより（空知支部）
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本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の

 実   績！
4848

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。

ポイント ❶1No . 7 7 8
2 0 2 1

年頭あいさつ
01	 北海道中小企業団体中央会　会長　尾池　一仁
02	 経済産業省北海道経済産業局長　安藤　保彦
03	 北海道知事　鈴木　直道
04	 北海道産業貢献賞
05	 食品衛生事業功労者厚生労働大臣表彰受賞／	
	 令和 2年度　中小企業組合士第 1回研修会開催
06	「コロナ後に、生き残る企業の条件」セミナー開催／	
	 令和 2年度　組合管理者等講習会開催
07	 新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者への資金繰り支援制度
08	 令和元年度　補正ものづくり補助金3次締切の採択結果が発表されました！
09	 ものづくり補助金〔一般型・グローバル展開型〕（5次締切分）の公募について
10	 中小企業診断士が 3分解説！	
	 コロナに負けない！ピンチがチャンスに変わる事業承継	
	 ─中小企業診断士事務所RMS経営　代表　新宮　隆太　氏─
11	 全国の先進組合事例紹介①〜一勝地果実協同組合〜
12	 11 月の道内景況
14	 支部だより
16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金の特例措置を延長します
北海道労働局からのお知らせです

　雇用調整助成金とは、経済上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、労働者に対して一時的に休
業等を行い、労働者の雇用の維持を図った場合に、休業手当相当額等を助成するものです。

nformationi 1

学校等休業助成金・支援金、雇用調整助成金コールセンター
TEL：0120-60-3999　受付時間：午前9時〜午後9時（土日・祝日含む）お問合せ先

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和2年12月31日までを目途に雇用調整助成金の特例措置を
講じてきたところですが、現在の雇用情勢を鑑み、緊急対応期間を

令 和 3 年 2 月 末 ま で
延長が閣議決定しました。

延長について

○�利用可能な特例措置の内容は、高助成率や、要件緩和などすべて引き続き延長となる見込みです。
○�特例期間（令和2年1月24日〜）、緊急対応期間（令和2年4月1日〜）いずれも同日まで延長となる見込みです。
○�支給対象期間の末日の翌日から2か月以内に申請する必要があります。早めの申請をお願いします。
○�令和3年3月以降の対応については、雇用情勢等を総合的に考慮し改めて判断することとしています。

注意点など



北海道中小企業団体中央会

会 長　尾池　一仁

年頭にあたって

　新年あけましておめでとうございます。

　会員並びに関係機関の皆様には、健やかに新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。平素は当中央会の

事業推進にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。

　昨年を振り返りますと、道内空港の一括民間委託のスタートやアイヌ文化の継承・発展の拠点となる民族共

生象徴空間「ウポポイ」の開館など明るい話題もありましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大により、過去

に例を見ない経済活動の停滞に見舞われ、国や道などによる各種支援策が措置されてはおりますが、感染拡大

の防止と経済社会活動の維持の両立という制約下での事業活動には限界があり、中小企業・小規模事業者を取

り巻く経営環境は依然として厳しい状況が続いています。

　加えて、今年の4月1日からは中小企業における「パートタイム・有期雇用労働法」への対応が必要となって

おり、同一労働同一賃金の導入など働き方改革の新たな課題にも直面しています。

　一方、新型コロナウイルス感染拡大のため延期となっていた東京オリンピックのマラソン、競歩やサッカー

予選の札幌市内での開催をはじめ、10月には34年ぶり2度目となる「全国育樹祭」の開催など、道内での大規

模なイベントが予定されており、消費活動の活性化が期待されています。

　また、国ではデジタル化の推進を掲げておりますが、生産性の向上や新たな商品・サービス等の付加価値創

出に向けた取組を進めることにより、中小企業にとって大きな課題である人手不足の解消にも期待が持てる

ところです。

　私ども中央会としては、地域に根ざした事業活動を行う中小企業・小規模事業者が持続的に発展していくた

めには、相互扶助の精神を基本として協同で経営資源を補完・補強し合う組合など連携組織の力を生かした取

組を行うことが一層重要であると考えており、これからも会員の皆様のニーズを的確に捉え、一層お役に立て

るよう役職員一同努めてまいりますので、引き続き、ご支援、協力をお願いいたします。

　皆様におかれましては、新しい年が実り多い年となるよう心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせてい

ただきます。
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経済産業省北海道経済産業局長

安藤　保彦

年頭所感
　令和3年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　昨年の我が国経済を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症の世界的拡大の影響を受け、海外からの入
国規制や東京五輪の延期、緊急事態宣言発令に伴う営業・外出の自粛要請など、これまで経験したことのない
大きな環境の変化に翻弄され、大変厳しい一年となりました。
　北海道経済に目を向けると、足下では製造業で持ち直しの動きが見られるなど、一部に明るい兆しも見えて
はおりますが、インバウンド需要の消失や旅行・外出の自粛などにより、道内の基幹産業である食・観光関連産
業を中心として依然として大きな打撃を受け続けています。
　他方、新型コロナウイルス感染症の拡大は、オンラインサービスやテレワークの浸透などデジタル化の加
速、本社機能の地方移転や地方移住の増加など、働き方や暮らし方にも大きな変容をもたらしました。
　コロナ禍からの経済の立て直しには、これらの変容を契機とした「新たな日常」を前提に、生産性向上や事業
内容の変革等の取組が必要不可欠であります。私ども北海道経済産業局では、働き方の変革、経済活動の変革、
そして社会の変革に柔軟かつ迅速に対応できる北海道経済の進化に向けて、次の3つの政策に全力で取り組
んでまいります。

　第一に、北海道経済の回復です。新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている中小・小規模事業者の事
業継続に向けた資金繰り支援や従業員の雇用維持と人手不足の解消を図るための人材マッチング事業等のほ
か、DX（デジタルトランスフォーメーション）推進を通じた生産性向上や事業転換・再構築など「新たな日常」
へ対応する企業の取組を支援してまいります。
　また、道内経済が進化していくためには新たなビジネスの創出が不可欠であります。このため、産学官金と
連携したイノベーション創出やスタートアップ企業の事業化・成長支援を実施してまいります。さらに、道内
経済を牽引する中堅・中核企業を対象とした伴走型支援事業も本格的に展開し、地域の稼ぐ力の底上げを図っ
てまいります。

　第二に、地方創生の推進です。道内における札幌市一極集中・東京圏への転出超過を是正するためには、道内
各エリアにおける中核都市の魅力を高め、経済活力を維持・発展させていくことが重要であります。このため、
昨年は道内複数の中核都市と覚書を締結し、それぞれの地域の強みを活かした魅力あるまちづくりと地域課
題の解決に向け、当局のリソースを集中投入し、面的支援を実施してまいりました。今年も当該地域での取組
を継続するとともに、新たな地域との連携も視野に入れながら、地域経済の活性化に努めてまいります。

　第三に、エネルギー政策の推進です。2050年カーボンニュートラルの実現を目指して、広大な北海道の地域
特性を生かした再生可能エネルギーの導入促進、カーボンリサイクルの推進、省エネルギーの徹底に取り組み
ます。また、安全性の確保を大前提とした泊発電所の再稼働、寿都町と神恵内村における高レベル放射性廃棄
物の最終処分に関する文献調査等について、地域のご理解とご協力を得ながら取り組んでまいります。
　さらに、需要が増える冬期のエネルギー・燃料の安定供給や、自治体・地域産業と連携した地域分散型エネル
ギーシステムの導入促進等のサポートを通じ、地域活性化やレジリエンス強化等を推進してまいります。

　こうした取組により、新型コロナウイルスの影響による打撃から早期に回復し、さらに地域や企業も有機的
に連携した好循環と将来にわたる持続的な発展につなげていくよう努力してまいります。常にアンテナを高
くし、フットワーク軽く、関係機関の皆様とともに「強い北海道経済」の実現に向けて職務に邁進いたしますの
で、より一層のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
　結びに、本年が皆様にとって実りの多い飛躍の年となりますよう、心から祈念いたしまして新年のご挨拶と
させていただきます。
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北海道知事

鈴木　直道

年頭所感

　新年明けましておめでとうございます。

　新春を迎えるに当たり、謹んでご挨拶を申し上げます。

　昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症が世界的に大きな影響を及ぼした1年でした。我が国、

そして本道においても、この感染症により多くの尊い命が失われ、社会経済にも甚大な影響が生じるなど未曾

有の危機に直面し、今もなお厳しい状況が続いています。この間、感染拡大の防止と社会経済活動の両立に向

けて各般の対策を進める中で、道民や事業者の皆様には、多くのご苦労やご負担をおかけしながら、ご理解と

ご協力をいただいていることに改めて感謝を申し上げます。

　現下のコロナ禍を乗り越えるためには、私たち道民が一丸となって取り組んでいかなくてはなりません。今

後とも、道民の皆様の命と暮らしを守るため、私自らが先頭に立って全力を尽くしてまいりますので、皆様に

は引き続きのご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　厳しい1年ではありましたが、こうした中でも、1月には道内7空港の一括民間委託がスタートするととも

に、4月には林業人材の育成・確保を担う北の森づくり専門学院が開校しました。さらに7月には、アイヌ文化

振興の拠点となる民族共生象徴空間「ウポポイ」がオープンするなど、本道の更なる発展につながる新しい芽

も生まれています。

　また、コロナ禍において、都市一極集中への不安や働き方に対する意識の変化、さらには、サプライチェーン

の見直しやデジタル化の進展、脱炭素社会への要請など大きな社会変革の兆しが見られます。雄大な自然や冷

涼な気候、ゆとりある空間、多彩で豊富な食やエネルギー資源といった本道の価値は、ウィズコロナ・ポストコ

ロナの中で、一層輝きを増してくるものと考えています。

　本年は、こうした本道の可能性を最大限に引き出し、未来に向けた飛躍の第一歩を刻む年となるよう、大き

な強みである食や観光の魅力を一層磨き上げ、道内、国内はもとより、海外の需要を再び獲得するための取組

をはじめ、テレワークやワーケーションといった新しい働き方の導入等による企業・人材の誘致、さらには、

カーボンニュートラルや北海道 Society5.0の推進など、時代の先を見据えた政策を積極的に展開してまいり

ます。

　また、本年は、東京オリンピックの札幌開催やアジア初のアドベンチャートラベル・ワールドサミットなど

世界規模のイベントが予定されているほか、長年活動を続けてきた縄文遺跡群の世界遺産登録への期待がふ

くらむ年でもあります。こうした好機を着実に捉え、道民の皆様と共に、新しい北海道づくりを進める年にし

たいと考えています。

　本年が、皆様にとりまして、明るい希望に満ちた年となりますよう、心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶と

いたします。
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　令和2年度北海道産業貢献賞の贈呈式が11月17日に京王プラザホテル札幌において行われ、受賞者や関係者約50
名が出席するなか、土屋俊亮北海道副知事から受賞者一人ひとりに賞状が手渡されました。
　本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！

玉井　　繁　氏
札幌手稲工業団地協同組合

理事長

髙橋　穣二　氏
富良野地区清掃事業協同組合

理事長

皆戸　克司　氏
札幌建具工業協同組合

理事長

松永　継男　氏
幌延町商工会　会長

（幌延事業協同組合　理事長）

伊藤　光一　氏
北海道砂利工業組合

副理事長

真嶋　　明　氏
株式会社酒井機材製作所　代表取締役
（石狩新港機械金属工業協同組合　副理事長）

山田　耕作　氏
千歳市環境整備事業協同組合

理事長

工藤　敏夫　氏
函館市排水設備指定事業者協同組合

前理事長

臼井　呉行　氏
協同組合日専連とかち

理事長

長渕　　誠　氏
中標津地方自動車整備事業協同組合

理事長

長居　順一　氏
苫小牧電気工事業協同組合

理事長

北村　勝満　氏
札幌市水産物卸売協同組合

理事長

山田　良一　氏
月寒中央商店街振興組合　副理事長
（北海道商店街振興組合連合会　副理事長）

中田　伸也　氏
稚内商工会議所　会頭

（利尻島道路環境事業協同組合　元理事長）

新川　勝久　氏
職業訓練法人岩見沢地方職業訓練協会　副会長
（岩見沢管工事業協同組合　理事長）

小山　　勲　氏
職業訓練法人釧路地方職業能力開発協会

釧路高等技術専門校　指導員
（釧路塗装工業協同組合　元監事）

和泉　建敬　氏
株式会社グリーン造園

（旭川緑化造園協同組合　元理事長）

岩崎　登志也　氏
岩崎表装店

（北海道表具内装業協同組合　理事）

田中　　靖　氏
株式会社よねざわ工業

（北海道コンクリートブロック協同組合　理事・
恵庭まちづくり協同組合　組合員）

中村　香保留　氏
中村建設

（帯広建築工業協同組合　副理事長）

卓越した
技能者

認定
職業訓練
功労者

北海道産業貢献賞　受賞おめでとうございます！

【商工鉱業関係功労者】
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　本会では、12月3日、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて北海道中小企業組合士会との共催により中小企業組合
士第1回研修会を開催しました。当日は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、現地出席とYouTubeを活
用したリアルタイム配信を組み合わせた形で行われました。
　今回は、e－労務株式会社代表取締役で
特定社会保険労務士の山尾祐太氏を講師に
招き、「中小企業における同一労働同一賃金
への対応策」をテーマに、令和3年4月から
中小企業でも同一労働同一賃金への対応が
法制化されることを踏まえ、雇用形態や待
遇差の現状把握の必要性や賞与・退職金支
給を争点とした最高裁判決について説明が
ありました。終わりに、山尾講師は「労務対
価性のない手当や非正規社員の定義づけを
見直し、不合理な格差の解消に早急に取り
組んでいく必要がある」と参加者に向けて
呼びかけました。

　厚生労働省では、食品衛生の普及向上や食品衛生行政に対
する協力等に顕著な功績があった個人・施設を対象に、毎年
「食品衛生事業功労者厚生労働大臣表彰」を行っています。
　このたび、株式会社菊水（江別工業団地協同組合理事長、杉
野邦彦代表取締役会長）が他の模範となる優良な食品衛生施
設として表彰されることとなり、杉野代表取締役会長（写真
左）と種村代表取締役社長（写真右）は江別市庁舎を表敬訪問
し三好昇市長（写真中央）に受賞を報告しました。食品衛生優
良施設には全国108の施設が選ばれ、うち道内からは同社を含む4施設が受賞。表彰式は昨年10月に開催予定でし

たが、新型コロナウイルス感染防止の観点から中止となりました。
　杉野会長は「14名の品質管理部が中心となり、長年の経験と技術を生
かしながら徹底した食品安全管理活動を全社一丸となって取り組んだ結
果の受賞だと感じています。今後もその維持と継続的改善に努めてまい
ります」と話しました。

食品衛生事業功労者厚生労働大臣表彰 受賞おめでとうございます！

令和2年度　中小企業組合士第1回研修会開催！

挨拶をする鈴木組合士会会長 講師の山尾祐太氏
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　本会では、去る10月20日、ホテル札幌ガーデンパレス
において「コロナ後に、生き残る企業の条件」をテーマに
経営戦略セミナーを開催しました。本セミナーは、会員組
合・組合員企業を対象に、コロナ禍による事業環境の変
化に対応した新事業展開の必要性を広く周知することを
目的としたもので、当日は、道内6か所にリモート会場を
設置し、札幌本会場のセミナーの模様をリアルタイム配
信するなど感染防止策を講じた上で行われました。
　講師には株式会社ジオストーム代表取締役で中小企
業診断士の北村耕司氏を招き、始めにこれまでのコロナ
関連施策を振り返った後、コロナ禍で被害を受けた事業者を要因別6類型に
分けて分析し、6類型それぞれの具体例と対応策が解説され、最後にアフター
コロナ時代を見据えた新たなビジネスモデルと各種支援策の活用について
提言がなされ、先行き不透明なコロナ禍を乗り越えるためのヒントを共有し
ました。
　講演終了後には講師を交えた懇談と質疑応答が行われ、参加者の中には熱
心にメモを取る姿も見られました。

　本会では、去る11月17日、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて令和2年度組合管理者等講習会を開催しました。
本講習会は、新型コロナウイルス感染防止の取組として、オンライン出席と会場出席を組み合わせたハイブリッド
形式で行われ、併せて55名が聴講しました。
　新型コロナウイルスの感染拡大を受け、中小企業組合
においても様々な場面で感染防止の取組が求められる
中、本会にもオンライン形式で行う総会等会議の開催方
法や組合管理について多くの相談が寄せられています。
こうした現状を踏まえ、with/afterコロナ時代に直面す
る様々な事態に柔軟に対応できる組合を作ることを目的
に、「新たな組合管理と法的視点を踏まえた実務対応」と
題した今回は、講師に冨岡公治法律事務所の冨岡俊介弁
護士を迎え、「コロナ対応の中での組織運営」、「理事会・監
事会について」、「コロナ時代の会議体の運営の注意点」の3つのポイントにつ
いて個別具体的な要件や想定される注意点とその対応策が説明され、参加者
は興味深く熱心に耳を傾けていました。
　講習会終了後のアンケートでは、「組合運営面での不備や対応不足が明ら
かになった。今後の組合管理に役立てていきたい」といった声が寄せられ、好
評でした。

「コロナ後に、生き残る企業の条件」セミナーを開催！

令和2年度　組合管理者等講習会を開催しました！

講師の北村耕司氏

講師を務めた冨岡俊介弁護士
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　経済産業省中小企業庁では、新型コロナウイルス感染症に係る資金繰り支援を講じていますが、以下の支
援制度について内容が変更されていますので、確認の上ご活用ください。

 1．実質無利子・無担保融資の継続について�
【概要】
 ・ �民間金融機関を通じた実質無利子・無担保融資は、令和2年12月31日が申込期限となっていましたが、令
和3年3月31日まで実施することになりました。
 ・ �日本政策金融公庫等による実質無利子・無担保融資は、感染状況や資金繰りの状況を踏まえ、当面令和3
年前半まで継続することになりました。

 2．政府系・民間金融機関による実質無利子・無担保融資の要件を緩和します�
【概要】
 ・ �足下の新型コロナウイルスの感染拡大等を踏まえ、GoToキャンペーンの一時停止や売上高の変動等の
影響を受けている事業者等が、政府系・民間金融機関による実質無利子・無担保融資を利用しやすくなるよ
う、全国・全業種を対象に、売上高の減少要件を緩和します。具体的には、現行の「直近1か月」の売上高の
対前年同月比の比較に加え、「直近6か月平均」の売上高の対前年同期の比較もできることとします。
 ・ �要件緩和の詳細については、（株）日本政策金融公庫や（株）商工組合中央金庫等のホームページをご確認
下さい。

（参考）中小企業庁HP：https://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/2020/201208yuushi.html

 3．新型コロナウイルス感染症に係るセーフティネット保証4号の指定期間を延長します�
【概要】
 ・ �新型コロナウイルス感染症に係るセーフティネット保証4号の指定期間が令和2年12月1日となっていま
したが、全ての都道府県の調査及び要請を踏まえ、期間を3か月延長し、令和3年3月1日まで指定期間を
延長しました。
※補足
 ・ �セーフティネット保証の指定期間とは、中小企業者の住所地を管轄する市区町村長に対して事業者が認定
申請を行うことができる期間をいいます。
 ・ �指定期間内に市区町村に認定申請を行った場合には、認定書の発行、及び金融機関又は信用保証協会への
セーフティネット保証の申込みが指定期間後であった場合でも、セーフティネット保証の対象となります。
 ・ �認定書の有効期間は認定の日から30日です。認定書の有効期間内に、金融機関又は信用保証協会へセー
フティネット保証の申込みをすることが必要です。
（�注：指定期間の延長は、「認定申請を行うことがきる期間の延長」であり、既に取得されている認定書の有
効期間を延長するものではありませんのでご留意下さい。）

（参考）中小企業庁HP：https://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/2020/201120_4gou.html

nformationi 2

新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者への資金繰り支援制度
北海道経済産業局からのお知らせです

経済産業省 北海道経済産業局 中小企業課
北海道札幌市北区北8条西2丁目札幌第1合同庁舎5階　TEL：011-709-2311（内線2576）お問合せ先
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令和元年度補正ものづくり補助金3次締切の採択結果が発表されました！
　令和2年5月22日から8月3日までの期間において、ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金〔一般
型〕の3次締切の公募を行ったところ、全国で6,923者から申請があり、全国採択審査委員会による厳正な審査
の結果、北海道内からは以下のとおり91者が採択されました。

中央会からのお知らせです

商号又は名称 事業計画名

株式会社プロメック 自動ワークチェンジャー付マシニングセンタ導
入による無人24時間運転の生産性向上

株式会社鉄鋼クリエート 条鋼材穴あけ切断機導入による作業時間の短縮
及び生産性・稼働効率の向上

YNK 機械 CNC 切断機・プラズマ切断機の導入による
QCD及び生産性の向上

株式会社コードデザイン 橋梁点検の超効率化と非対面講習導入で産業ド
ローン利活用のニーズに対応

マルト東和開発株式会社 ドローンと高精度3D群測量による生産性向上と
災害対応力強化

有限会社九建 縁貼り工程の納期短縮と精度向上を図り生産性
向上を目指す。

大和ステンレス工業株式会社 門型クランプシーマ導入による大型ステンレス
タンクの生産性向上

有限会社協和スチール 加工設備刷新による生産プロセスの改善、業務効
率化

媚山鉄工株式会社 鉄骨溶接ロボットシステム導入による鉄骨溶接
の高精度化及び生産性向上

木村製菓株式会社 甘納豆製造業界で一歩先を行く革新的で安価な
糖度自動調整システムの構築等

有限会社ホテル十勝屋
AI 清掃ロボット等による業務効率化及び自動精
算機等による非対面化を通じた収益改善・付加価
値創造

有限会社アミューズ 水中ドローンとMR（複合現実）の活用による、さ
らなる水中可視化と感染症対策事業

エイチケーシー株式会社 IT を取り入れた短納期・高画質大型プリントの新
たな提供方式の導入

有限会社赤塚板金工業 美観と強靭化を兼ね備えた住宅を実現する役物
の生産プロセス改善計画

株式会社新保商店 生産シミュレーションの迅速化と工程進捗の見
える化によるジャストインタイム納品の実現

有限会社三和印刷 道南地区初の刷版製造機導入による生産工程の
簡略化と新規顧客獲得への取組み。

平田歯科医院 3次元画像による高度な治療の実現と安心・安全
な治療サービスの提供

藤原農場 地域最高級米を目指す！密苗栽培と省力化設備
導入による自主流通米の強化事業

株式会社ひだか C.L.C 最新式ポータブルレントゲン導入による革新的
家畜診療高度化事業

株式会社生和 安全・安心な病院食、介護食の継続的提供プロセ
スの構築

大同出版紙業株式会社 ICT の導入による生産方式と利益創出の革新

株式会社 Groony 新型コロナ感染予防非対面・テレワーク型保育園
管理システム開発

有限会社肉の山本 味付加工品製造のオートメイション設備を導入
し作業工程の効率化を図る。

日新インテック株式会社 設計・積算業務を効率化し、機械加工までの一元
化を図ることで生産性を向上させる

リノベ札幌株式会社 道内初！VRと廃材活用家具によるリノベーショ
ン住宅の革新事業

株式会社松原米穀 最新型色彩選別機の導入による業務用米新品種
「雪ごぜん」の製造と拡販

株式会社 impactgym 世界初！EMS トレーニング×完全個室溶岩スタ
ジオ内に「非対面トレーニングシステム導入」

株式会社ナリタック 純ポリウエア導入による防水塗装工程の作業効
率改善

有限会社タイタス 寿司ロボットによる技術の平準化と IT を活用し
た非対面サービスの整備

有限会社マルホン小西漁業 うまい魚をお手軽に〜最高鮮度の冷凍刺身製造

有限会社フレスコ 最新型 NC ルーター導入による生産性向上とオ
リジナル家具ブランドの創設

商号又は名称 事業計画名

函館北栄株式会社 函館朝市水産問屋の挑戦・新名物「函館海鮮釜飯」
の全国流通事業

滝澤ベニヤ株式会社 一貫式パッチングマシン導入による北海道産広
葉樹の利用拡大と生産性向上事業

株式会社マルワ製麺 新たな販路開拓に向けた小ロット・多品種の充実
による競争力・生産性の向上

吉川食品株式会社 特許製法「おはぎ冷凍保存」の IoT 化による生産
性向上と EC販売による市場拡大

山口製作所株式会社 新型シャーリング導入およびタレットパンチプ
レスのCAD連携による新事業展開

帯広鋼板株式会社 高精度 CNC プレスブレーキ導入による建築役
物加工の効率化と長尺化

株式会社北海道動物運動器病院 伴侶動物との “絆 ” を守る運動器専門動物病院の
手術特化深耕事業

株式会社白崎建具製作所 木材の切断後の端面処理技術の高度化により高
い生産性を実現する。

株式会社
シューファクトリー・ブンゾー 介護施設入居者向けシューズの開発及び販売事業

株式会社大歩 混合ガスを用いた安全・安心な深海潜水業務の提供

ちえのわ事業協同組合 コロナウイルス対策テレワーク事業導入及び業
務効率化事業

たたみの宮崎 最新鋭畳製造設備導入と和モダンリフォームの
提案による新規顧客層の開拓に挑戦

株式会社倉本鉄工所 新型プレスブレーキ導入による板取工程の生産
性向上とサプライチェーンの再構築

株式会社十勝ナチュレ 食材の最も美味しい時を瞬間冷凍！レンジで簡
単カップピザの開発

株式会社ファームソレイユ 北海道初「自家製粉の道産米100％米粉」を使用
したグルテンフリー焼菓子の開発販売事業

有限会社河田鐵工 最新曲げ加工機導入で短納期・高精度を実現する
革新的高度化事業

鷲尾ウッドワーク株式会社 モダン和室用製品の開発と提案および製造環境
改善による若手雇用の実現

有限会社ツーエイシステムズ センシング技術・農業ドローン導入による革新的
スマート農業の推進

BULB 株式会社 茶道× IT！日本の伝統文化をテクノロジーで活
性化

株式会社キュウホー 道内初！「P レーザー」による表面処理加工の新
技術導入と高品質製品の輸出拡大

有限会社トムラウシ肉牛牧場 交雑種の受入能力向上のためのトラック搭載大
型ミキサーフィーダーの導入

柴田歯科医院 セレックシステムの導入による、迅速かつ高精度
な補綴治療の提供

株式会社 OFFICE TEC 無人航空機を活用した農地調査、農薬散布事業に
よる就農・離農支援

株式会社グラフィックファーム 最新生産設備導入による耕作面積の拡大と生産
性の向上及び商品管理環境整備事業

くどう歯科クリニック 歯科医療と内科医療を融合し、日本で初の睡眠時
無呼吸症候群に対する有効な治療法を構築

川中歯科医院 生活習慣の変化に伴う、歯列悪化と呼吸器の機能
低下という「現代人特有の問題」へのアプローチ

株式会社岡田建具製作所 最新鋭ランニングソー導入による生産性向上と
新商品開発への取組み

千歳印刷株式会社 ハイブリット印刷の追求による営業・制作・製造
のプロセス変革

株式会社イーザック サブスクリプション型 EC サイトによる販売へ
の事業転換

株式会社プラテック 国土面積の広い北海道を効率よく測量する革新
的非対面型測量の実現

株式会社 FJ コンポジット 電気自動車（EV）向け高性能放熱基板の量産化の
事業
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補助上限　�［一般型］	 1,000万円	
［グローバル展開型］	 3,000万円

補 助 率　［通常枠］　中小企業　1/2、小規模企業者・小規模事業者　2/3
補助要件　以下を満たす3〜5年の事業計画の策定及び実行

 ・ 付加価値額　　＋3％以上 /年
 ・ 給与支給総額　＋1.5％以上 /年
 ・ 事業場内最低賃金≧地域別最低賃金＋30円
※�新型コロナウイルスの感染拡大が継続している状況に鑑み、補助事業実施年度の付加価値額及び賃
金の引上げを求めず、目標値の達成年限の1年猶予を可能とします。

公募期間　

申請方法　� ・ 申請は、電子申請システムでのみ受け付けます。	
 ・ �申請にはGビズ IDプライムアカウントの取得が必要です。未取得の方は、お早めに利用登録を
行ってください。

ものづくり補助金北海道地域事務局
札幌市中央区北1条西7丁目プレスト1・7ビル 3階　TEL：011-522-9300　H P：https://mono-ho.jp/

お問合せ先

商号又は名称 事業計画名

東邦製袋株式会社 パレタイズ工程の効率化による顧客ニーズ対応
強化と販路拡大

株式会社フレアサービス 冷凍設備導入による給食の消費期限拡大と惣菜
メニューのキット化事業

環境大善株式会社 機器分析による品質管理の高度化とコストの削
減（コロナの影響による内製化含む）

有限会社函館カネニ 函館産昆布と椎茸のみを用いた「植物性だしの新
商品」製造に向けた液体専用充填機等の導入事業

有限会社丸森三栄技建 下請け脱却！直接受注でコスパ抜群！北海道の
無垢材を使ったリフォーム事業

有限会社イマージュ 新しい生活スタイルに合わせた持続可能な「エン
ターテイメント」の構築

株式会社小玉 林内通信アプリの導入・活用による林業の生産
性・安全性向上への取組

株式会社アイチフーズ 非接触型弁当販売アプリと分析システムによる
顧客最適化施策

株式会社 ARE クラフト 道内初！テレワークによる歯科技工精算システ
ムの構築と生産性および付加価値向上計画

株式会社知床グランドホテル リゾートホテルにおける非対面チェックイン・ア
ウトシステムの構築

株式会社阿部組 地域に求められる土木工事の継続を目指した
ICT活用による生産性向上事業

株式会社長沼あいす 自動電子計量機の導入によるカチョカバロチッ
コロの量産体制確立

株式会社キダヒロ 特定整備への早期対応と車両整備の高品質化

株式会社 MILE SHARE マイルシェアの顧客満足度及び売上向上を図る
ための新機能開発事業

株式会社屋根のナミキ 動力折曲機導入による製品の内製化並びに高品
質化事業

商号又は名称 事業計画名

北海道北三株式会社 高精度な最新設備導入による高効率化と若手人
材育成でツキ板市場での競争力強化を図る

ランドシステム株式会社 非対面型セルフチェックインシステム機と非接
触式カード錠システムの導入

アイビック食品株式会社 製品積荷作業の機械化による生産能力強化及び
省人化並びに感染症対策強化事業

株式会社和寒シーズ 旬の美味しさを1年中供給するペポカボチャ種子
の加工工程の実現

株式会社 MMC フードサービス ブロッコリー集荷・仕分・梱包・出荷における一貫し
たコールドチェーンの形成による商圏の大幅な拡大

有限会社松山商店 防災対応機能を付加した冷蔵機・空調冷熱総合管
理システム導入による青果卸売業の経営力向上

とんかつのみしな EC 市場参入による店内飲食に依存しない飲食店
の新たな市場創出

株式会社瀬戸商店 地元を守る！高齢者福祉施設と稲作農家の精米
需要増に応える生産性向上事業

株式会社萬世閣 生産性向上に向けたホテル業務効率化事業

株式会社正文舎 デジタル印刷ファクトリー構築による新たな生
産方式の導入

株式会社 Exrail 非対面化による新しいコスト削減コンサルティ
ングサービスの開発

株式会社北海道名販 新たな「きのこ狩り」の楽しみを提供する、オンラ
インきのこ栽培サービス事業

河西建設株式会社 最新型モーターグレーダ導入による ICT 施工技
術の確立及び新市場の開拓

株式会社アビサル・ジャパン コロナで入手困難となった原料の自社抽出と非
対面販売営業への移行

　「ものづくり補助金」は、中小企業・小規模事業者等が、働き方改革や賃上げ、インボイス導入等の制度変更に
対応するために取り組む革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行う際の設備投資等を支援
する補助金制度です。

ものづくり補助金事務局サポートセンター
受付時間：午前10時〜午後5時（土日祝日を除く）　TEL：050-8880-4053　MAIL：monohojo@pasona.co.jp

お問合せ先

※「ものづくり補助金総合サイト（http://portal.monodukuri-hojo.jp/index.html）」内の「よくあるご質問」をご確認の上、お問合せください。

令和元年度補正・令和2年度補正
ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金〔一般型・グローバル展開型〕（5次締切分）の公募について

公募開始日 令和2年12月18日（金）17時
申請開始日 令和3年 2月  2日（火）17時
応募締切日 令和3年 2月19日（金）17時
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　新年あけましておめでとうございます。年末年始
は親戚で集まらずにご家庭だけで過ごされた方も多
かったのではないでしょうか。昨年のいまごろは誰
もが、まさか2020年がコロナ禍でこのような年にな
るとは思ってはいなかったと思います。
　特に経営者においては、いままでの常識が一気に
覆るようなことが多かった一年でした。あらゆる業
種において経営に大きな影響が出たために、資金繰
りに奔走された方、計画していた事業承継を停止せ
ざるを得なくなった方も少なくなかったのではない
かと思います。
　コロナ禍を乗り越えるために新規事業を立ち上げ
てリスク分散を図る会社、業態転換を行って新市場
開拓する会社もあれば、その一歩を踏み出せずに
ジッと耐え続けている会社もあるのではないでしょ
うか。
　今回は、そんなウィズコロナにおける事業承継の
ポイントについてご説明したいと思います。

事業承継はピンチがチャンスに変わる機会！ �

　コロナ禍によって経営が悪化した会社は多数存在
するかと思いますが、業績が悪化したから、また、た
とえ債務超過に陥ったからといって事業承継を諦め
る必要はありません。
　通常、中小企業における後継者の選定は、まず親族
内承継を検討し、親族内に後継者が存在しない場合
は、従業員・役員承継（MBO）で検討し、それでも後
継者となる者がいない場合は、第三者承継（M＆A）
という順となります。
　そして、昨今の事業承継の現状として、統計的にみ
ても親族内承継が減少傾向にあり、親族外承継であ
るMBO・M＆Aが増加しつつあります。
　いずれの承継パターンにおいても、事業承継がイ
ノベーションに繋がる場合が多数存在します。

親族内承継の場合 �

　親族内承継の場合、業績が悪化してから事業を承

継することは、親として承継を躊躇することもある
と思います。しかし、子である後継者に承継意思とス
キルがあるのであれば、事業承継後に、しっかりと伴
走しながら共に経営改善を行うことが望まれます。
その際にきちんと全株を後継者に移動して会社の所
有権を渡し、権限移譲することが重要です。
　また、後継者が外部環境を見据えて新たな事業展
開を行うケースが多々あります。後継者は取引先や
顧客から見てある意味「お手並み拝見！」といった視
線で見られがちなので、能力以上の実力を発揮する
ことも少なくありません。昨今、「ベンチャー型事業
承継」という言葉があるように経営革新（イノベー
ション）が起きることに期待することも大事です。

親族外承継の場合 �

　親族外承継（MBO・M＆A）においても同様のこ
とが言えます。特にMBOにおいては会社の状況を
熟知した者が承継する場合が多いので、後継者世代
から見た新たな切り口による経営方針に変わる場合
があります。先代経営者として伴走するにあたり、温
かい目で見守ることが大事だと思います。
　そして、M＆Aによる承継の場合、譲受企業（買い
手）側の経営資源とのシナジー効果によって、1＋1
＝2以上のイノベーションが起きやすくなります。
特に譲渡企業（売り手）の業界が斜陽産業である場合
や、コロナ禍でさらに経営悪化した場合において、業
績をV字回復させるチャンスが眠ってます。
　自動車整備業＋中古車販売業、建設業＋産業廃棄
物処理業、OA機器販売＋ IT、印刷業＋広告代理店
など、関連業種におけるシナジー効果は多く存在し
ます。
　私が所属する、北海道経済産業局が設置する国の
公的事業承継相談窓口である『北海道事業引継ぎ支
援センター』では、無料かつ公平中立な立場において
事業承継支援を行っております。ぜひ、ご活用くださ
い。

中 小 企 業 診 断 士 が 3 分 解 説 ！

中小企業診断士事務所RMS経営
代表

新宮　隆太 氏
（中小企業診断士・M＆Aシニアエキスパート）

コロナに負けない！
ピンチがチャンスに変わる
事業承継
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平成30年度組合資料収集加工事業報告書より抜粋

日本有数の梨産地、百年の歴史を信頼に！

一勝地果実協同組合
◉住所 〒869-6403熊本県球磨郡球磨村大字三ヶ浦丙1008
◉電話番号 0966-32-0623　◉設立 平成27年11月
◉組合員数 15人　◉主な業種 果実農家　◉出資金 9,000千円

　地域に密着した組合活動を行うことによって梨のブランド
力強化を図り、地域活性化に寄与する。

事業・活動　実現のキーファクター

背景・目的

　熊本県球磨郡一勝地地区一体に梨の木が植えられ
て数百年が経過し、これまで梨の生産者による任意
団体として産地化・ブランド化を目指していたが、生
産者の高齢化や担い手不足等の課題に直面したた
め、組合の地区内に事業場を有し、梨の生産及び販売
を行う組合員により構成される組合を設立した。

選果場の様子

取組みの手法と内容

　長年梨栽培が行われている地において、組合員の
生業が地域の特産物であることと、合格や必勝等を
連想させる縁起の良い「一勝地」という地名とをあわ
せたブランド化を推進するため、お客様や地域との
密着、さらには地域一体型のむらづくりを目指した。
まずは村行政、JAと連携し、球磨村果樹研究会を結
成して梨の品種改良を行い、村の女性グループ「あじ
さい会」等との連携によって、B級品梨の有効活用を
図る取組みを行った。また、販売を促進するための宣
伝用チラシの作成、共同出荷・共同販売事業の強化を
行い、梨の産地であることや生産者の認知度向上に

よるブランド力の強化を図った。
　現在は、地域の人が働く選果場に住民も利用でき
るバリアフリートイレを設置。村のコミュニティの
場、むらづくり活動の拠点の一つとして選果場・組合
事務所を認知してもらい、地域密着・地域一帯型の組
合の存在とその活動を知ってもらうことを目的とし
て組合主催の「一勝地梨まつり」を実施している。ま
つりについては、今後も効率的な梨の販売ができる
よう、定着を目指して継続していくことが課題と
なっている。

一勝地梨の化粧箱

成果とその要因

　組合員を含む産地の生産者とコミュニティを形成
し、今後も更に地域と密着したイベントを通して一
勝地梨のブランドイメージの向上を図る効率的な販
売をすることによって、新たな販路開拓、市場開拓継
続されることが期待される。

全国の 事例紹介①先 進 組 合

選果される一勝地梨

11ニュースレポート中央会2021.1



11月の道内景況　情報連絡員レポート
売上高、収益状況に回復は見られず　足元の感染再拡大で持ち直しに陰り

景況天気図（前年同月比）

（凡例） 30 以上 10 〜 29 9 〜△ 10 △ 11 〜△ 29 △ 30 以下

　全業種の主要DIの推移では、「景況」は若
干改善した一方、「売上高」「収益状況」は9
月から2か月連続の悪化となった。
　業種別に見た比較では、製造業で「売上
高」「資金繰り」が前月を下回り、非製造業
では、「売上高」「収益状況」の2項目で前月
を下回る結果となった。
　11月の情報連絡員報告によると、コロナ
感染拡大による警戒レベル引き上げに伴う
外出自粛等について「影響がある」とした組
合は業種を問わず多数見受けられ、コロナ
の長期化による業績悪化や先行き不透明感
の高まりを危惧する声が多かった。
　DIは依然マイナス域で推移し、現下の厳
しい状況が窺える結果となっている。

概 況

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

全業種 製造業 非製造業

10 月 11 月 前月比 10 月 11 月 前月比 10 月 11 月 前月比

業界の景況 2.2
→

4.9
→

0.8
→

△57.8 △55.6 △62.5 △57.6 △55.2 △54.4

売 上 高 △4.4
→

△7.5
→

△2.6
→

△48.9 △53.3 △53.1 △60.6 △46.6 △49.1

収 益 状 況 △2.2
→

4.6
→

△5.9
→

△41.1 △43.3 △53.1 △48.5 △34.5 △40.4

販 売 価 格 2.2
→

3.3
→

1.6
→

△8.9 △6.7 △9.4 △6.1 △8.6 △7.0

取 引 条 件 3.3
→

0.3
→

5.0
→

△12.2 △8.9 △9.4 △9.1 △13.8 △8.8

資 金 繰 り 0.0
→

△2.2
→

1.4
→

△22.2 △22.2 △28.1 △30.3 △19.0 △17.5

雇 用 人 員 2.2
→

0.3
→

3.1
→

△20.0 △17.8 △9.4 △9.1 △25.9 △22.8

主要 DI の推移
0.0

－10.0

－20.0

－30.0

－40.0

－50.0

－60.0

－70.0

－80.0

景況 売上高 収益状況

10 11R2.112 2 3 4 5 6 8 9711
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・現状コロナの影響はほとんどないが、来年以降の工事量、特に民間工事が大き
く減少するのではないかとの強い危機感を持っている。� （塗装工事／札幌）

・公共工事は入札物件数も少なくなり、来年度の工事に向けて準備をしていく時
期になってきている。民間に関しては、規模の大きな工事等が少しずつ計画さ
れはじめている。受注する上で、価格競争は更に厳しくなると推測されるが、
人員の確保が難しいという側面もあるため、より早期に技術者を準備して価格
交渉をしていくことが必要。コロナの感染拡大により、年末に向けた営業活動
が自粛となる中で、どのように取引先とコミュニケーションを図り情報収集し
ていくのかが大きな課題となっている。� （電気工事／全道）

・多くの事業所で人手不足の状態が見られ、熟練技能者や従業員の確保が喫緊の
課題となっている。� （左官工事／全道）

・今年度の市発注の工事は 11月末時点で完了し、組合全体の受注高は昨年度と

同程度を確保できる見込みとなった。� （管工事／名寄）
・宅配事業の売上高は増加したが、イベント・観光関係の運送については落ち込
んでいる。� （一般貨物自動車運送／全道）

・11月の農産物の出荷状況は、先月同様減少している。価格の下落に加え、コ
ロナ再拡大の影響から消費が落ち込んでいることも原因と考えられる。一般雑
貨や日用品についても、一部の品目を除いてコロナの影響を受けており、荷動
きが悪くなってきている。工業用品は全般的に不調である。12月は例年飲料
関係の荷動きが活発になるが、業界ではコロナ感染再拡大の影響により減少す
るとの見方が強い。� （一般貨物自動車運送／石狩）

・売上高は前年同月比 40.0％減少。乗務員数は前年同月比 11.9％減少。10月
分チケット取扱高は前年同月比 22.3％増加。� （一般乗用旅客／旭川）

非製造業（建設・運輸業）

・コロナの影響から回復しつつあったが、警戒レベルの引き上げで人の往来が減
少し、売上も落ち込んだ。� （水産食料品／全道）

・コロナ感染再拡大を受けた外出自粛で、量販店での買い物も控えているのか以
前のようには売れない。ラーメン店等の業務店も観光地や中心部は昨年比半分
以下の業績となっている所も見受けられる。� （めん類／全道）

・10月単月の出荷量は、味噌は前年比増、醤油は前年比減。味噌業界と醤油業
界を比較した場合、前年対比で醤油業界の方が 3％程度落ち込みが大きい。こ
こに来て外国産大豆価格が上昇傾向になっていることが気がかり。コロナが収
束し、観光事業等が元に戻らない限り、現在のような出荷状況が続くと思われ
る。� （味噌・醤油／全道）

・11月上旬はGoToキャンペーンが奏功し、各地で賑わいが見られたが、その
後のコロナ第 3波で飲食業、観光業界の景況は一気に悪化した。スーパー・コ
ンビニ等小売業でも前回のような買い溜めは起こらず、飲料水の売上も減少し
たようだ。� （飲料／全道）

・製材市況は、地域差が生じており、カラマツ、エゾ・トドマツいずれも保合。原
木市況では、カラマツは弱保合〜保合。エゾ・トドマツは弱含み〜保合。カラマ
ツ原木の在庫は潤沢だが、梱包材やパレットの受注がなく製材の荷動きは非常
に悪い。エゾ・トドマツ原木も、カラマツ同様、製材工場で在庫を多く抱えてい
るものの、若干の上向き傾向にある。ツーバイ材用の製材受注が旺盛で、桟木
についても多少動きが出始めている。紙原料は、紙需要が落ち込んでいることか
ら木材チップ価格の低下が見られる。木質バイオマス原料は動き出している。お

が粉原料用丸太が地域によっては集荷されているようだ。� （一般製材／全道）
・11月の生コン出荷量は前年同月比 101.1％の約 327千m3。
� （窯業・土石製品製造業／全道・生コン）
・事業量の増加には、運転手を増員しトラックの稼働率を上げたり、季節労働者
を雇用するなどして対応している。今後は冬場の河川工事が増え、護岸のコン
クリートが産業廃棄物になることで砂利需要が落ち込むことが予想される。

� （窯業・土石製品製造業／全道・砂利）
・冬前に済ませようという民間の小規模な工事が例年通り増えてきており、年内
いっぱいは中小の建築業者まで全体的に忙しくなっている。コロナの感染再拡
大で、年明け以降は民間市場が急激に冷え込んでいく可能性が高いと危惧して
いる。� （窯業・土石製品製造業／全道・ガラス）

・水道関連は底堅く堅調に推移しているが、冬季の閑散期を迎え、どこまで下落
するか注視している。海外向け建設機械関連は 30％ダウン、一般・産業機械
関連は 15〜 20％ダウンした。自動車向けは持ち直した感がある。鋳造用型
の新規案件は激減している。� （銑鉄鋳物／全道）

・修繕船工事の受注が好調で、下期までの手持ち工事量は確保されているが、令
和 3年度上期以降の工事は未定のため新規受注に期待している。橋梁工事、産
業機械の受注減により仕事量が減少しており、他の橋梁メーカーからの受注だ
けでは過剰人員が発生し、高齢者は休業している状況。公共事業の発注に期待
している。� （金属製品／室蘭）

製造業

・コロナの感染再拡大に伴い消費行動が激減し、商品によっては 5割減となっ
た。靴市場では北海道は全国平均より前年対比 10％数字が低く、札幌市内は
更に 10％低減するなど札幌市中心部の落ち込みが大きい。対面販売に比べ、
通販は比較的順調。生活必需品の日常雑貨は安定している。組合の貸会議室等
はコロナの影響でキャンセルが相次ぎ、例年の 2割程度の利用率に落ち込んで
いる。� （各種商品／札幌）

・11月買上高は先月比で増加した。コロナの感染再拡大の影響で外食を控えた
消費者が市中の青果業者や大規模小売量販店などで実需要向け食材を購入する
頻度が高くなったことが原因と思われ、組合員の業績は上向く結果となった。

� （野菜・果実／全道）
・コロナの感染再拡大で外出自粛傾向が強くなってきたこともあり、食品スー
パー等との取引では前年同水準を維持しているものの、観光関連の業績は思わ
しくなく、厳しい状況が続いている。コロナの長期化により資金繰りの面など
でも懸念の声が高まっている。� （菓子／全道）

・市街地の人通りが少なくなり、全般的に消費が冷え込んでいる。業種別では、
家電量販店、ドラッグストアで前年超えとなったものの、衣料品・旅行業・飲
食店の状況は一層厳しく売上減となった。キャッシングにおいても同様に減少
している。� （各種商品／旭川）

・GoToトラベルで観光客が増加していたが、コロナ感染再拡大により自粛要請
が出ると春頃の状態に戻ってしまった。月末の特売日は地元客で盛況だった
が、平日は地元民も不要な外出を控えているためか客足は鈍い。外出自粛は対
面販売の市場には厳しい。� （各種商品／小樽）

・コロナ感染拡大の影響で厳しい状況が続いており、特に衣料品関係の組合員から
は、来店客が減少して非常に厳しい状態との声が聞かれた。組合の11月取扱高も
先月同様、前年同月を大きく下回る厳しい結果となった。マイナス要因として、コ
ロナの影響とプレミアム付商品券事業の開始が挙げられる。� （各種商品／釧路）

・GoToトラベルで観光客が少しずつ増え、賑わいを取り戻しつつあったが、コ
ロナ感染再拡大の影響で再び減少に転じた。若干だが国内ツアーの来店もあっ
た。� （鮮魚／釧路）

・11月前半は売上も戻りつつあったが、コロナ第三波で観光、ホテル、飲食業
界でかなりの影響が出てきている。魚も、高級店やホテルの宴会で使う刺身関
係の高級魚の価格が下がり、商品が動かない状況である。�（各種食料品／札幌）

・11月の原油価格は、前月末の低価格から一転して上昇基調で推移したもの
の、末端市場においては、依然低価格競争の激化傾向が見受けられ、特に安値
市況が続く激戦地では地場中小零細企業の経営は厳しい状況。店頭マージンの
低位傾向も続いており、低燃費車に乗り換えた顧客が一層目立つなど危機感を

あらわにする販売業者も多い。コロナ感染再拡大により、北海道における
GoToトラベル事業が一時停止となったことを受け、ガソリンのさらなる需要
減が懸念される。� （燃料／全道）

・11月の卸値は若干の値上げ推移となった。小売店販売価格も改定で推移し、
収支状況も従来と同じく量販店の安値攻勢により厳しい利益口銭に圧縮、販売
量は戻ってきているもののコロナの影響で前月同様収益は落としている。

� （燃料小売業／旭川）
・原油価格は小幅な増減で推移しており、市況価格は 8月以降据え置かれている
状態。11月に入って暖房用燃料の需要が前年並みとなっているが、業界全体
の景況は低調である。� （燃料小売業／稚内）

・大手は前年並みの売上を確保した一方、中小では依然苦戦が続いている。代表
者の高齢化が進み、後継者問題に悩む組合員が見受けられる。

� （農業用機械器具／全道）
・冷蔵庫や洗濯機など各メーカーの主力製品が欠品を起こし、結果的に売上減少
につながっている。他にも加湿器等が品不足の状態。� （電気機械器具／全道）

・コロナ感染拡大の影響で小売は苦戦を強いられているが、販売方法についてリ
モート商談を導入するなど様々な工夫をしているようだ。�（中古自動車／札幌）

・積雪が遅いため、いまだ自転車の修理等で来店する客が多い。
� （自転車・自動車／全道）
・地元百貨店の 10月売上高は、前年同月比 6.3％減の 3億 4,580 万円。コロナ
の影響で催事を開催できなかったことが響いた。11月共通駐車券の利用は前
年同月比 85.4％、買物共通バス券は前年同月比 84.7％に減少。コロナの感染
再拡大で厳しい状況が続いている。� （帯広市・商店街／帯広）

・11月は先月同様、GoToトラベルと町独自の宿泊助成金の相乗効果があり、
さらに二次交通補助による札幌・旭川からの送迎バス付プランの予約が伸びた
ことで、前年度と同等の集客になったが、コロナ感染再拡大によるキャンセル
数も日ごとに増えている。4月から 11月の入込客数は前年比半分程度の回復
に留まっている。� （旅館／音更）

・コロナ感染拡大で事業の自粛等を余儀なくされている。利用者の今後の動向が
懸念される。� （公衆浴場／全道）

・比較的元気な道内 IT 業界に就活する新卒学生が増加しているが、コロナ感染
再拡大の現状では、今後の業績予測が難しいことから、採用者数は必要最小限
に絞り込む IT 企業が多い。また業績によっては内定取り消しや辞退が発生す
る恐れも懸念されている。良い人材を確保したい中で、業績不安を抱える道内
中小 IT 企業と就活を切り上げたいが止められない学生双方の悩みが年度末ギ
リギリまで続きそうだ。� （ソフトウェア／全道）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）
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雪の妖精たちが創るまち　冬の富良野
スノーナイトファンタジー11th「ふらの歓寒村」
　ラベンダーで有名な北海道のヘソの街、富良野市。
このたび街をあげての冬のイベントが開催されるこ
とになりました。夏眠していた富良野の雪の妖精た
ちが、雪の訪れとともに街に舞い降り「歓寒村」「遊雪
村」「遊山村」「幻想村」「満腹村」を創ります。今年はど
んな村にしようかな？…そんな妖精たちの声が聞こ
えてくるようです。
　FURANO SNOW FANTASY VILLAGEは、富
良野で長く続くお祭り「スキー祭り」をベースに市と
協議して再構築した今年から始まる新イベントで
す。コロナ禍の今だからこそ、地域の人々に富良野市
の魅力を再発見してもらいたい、このイベントを通
じてこれまで以上に富良野市の魅力を発信していき
たいとの強い思いが詰まっています。
　今回のイベントでは、北海道の小学生以下の子供

たちに無料サービスがたくさ
ん用意されているのも特徴の
一つ。たとえば、富良野市内に
宿泊する北海道在住の小学生以下の子供は、スキー
レッスン＆レンタルプランが先着1,000名様まで無
料に。スキーデビューのお子さんにぴったりです。

　夜のおすすめはなん
といっても歓寒村。幻想
的な雰囲気に包まれな
がら、色とりどりのイル
ミネーションやスノー

アクティビティ、かわいいハスキー犬たちの犬ぞり
体験などを楽しめます。また、アイスドーム内には椅
子やテーブルなど全てが雪で作られたスノーカフェ
がオープン。見所満載です。
　ぜひ、真冬の富良野で幻想的な雪のアクティビ
ティを楽しんでみてはいかがでしょうか。

厚浜木材加工協同組合　工場見学を通じて木材加工
や建築工事の取組を伝える
　浜中町にある木造建築工事の共同施工等を手がけ
る厚浜木材加工協同組合（慶伊勝司理事長、組合員数
10人）は、令和2年4月に開校した道立北の森づくり
専門学院（旭川市）初の地域見学実習先の一つに選ば
れ、このたび当組合で工場見学が行われました。

　同学院は、林業・木材
産業の即戦力となり、
企業等の中核を担う人
材を育成することを目
的に道内初の林業専修
学校として開校。授業

の三分の二を実習が占め、チェーンソー・高性能林業
機械の操作方法や樹種特性を活かした木材加工、利
用技術などを習得することができます。
　今回の実習は特徴的な森林・林業の現場やプラン

トの視察を目的に行われたも
ので、当組合での実習は、2班に
分かれ、11月12日と26
日の2回実施され、計
33名が参加しました。
学院生は組合担当者か
ら原木の活用法や製材
加工、施工工事等の取
組の説明を受けた後、工場を見学しました。
　原中専務理事は「鉄筋構造の建築物が多い現在で
も、自然素材ならではの温かみがあり、環境負荷が小
さい木造建築物のニーズは多い。学院生が林業・木材
産業の現場で活躍されるのが今から楽しみです」と
話しました。
　豊富な森林資源に恵まれた釧路地方。学院生がこ
うした現場での学びを通じて将来林業・木材産業の
スペシャリストとして活躍することが期待されます。

上川・宗谷支部（旭川市）所管／上川・宗谷総合振興局・留萌振興局管内
駐在職員／西村事務所長・増田主任・渡邊主任

釧根支部（釧路市） 所管／釧路総合振興局・根室振興局管内
駐在職員／田口事務所長・尾﨑主事

支部だより
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感染対策と観光の両立を目指して
　北海道には例年多くの観光客が訪れますが、今年
は新型コロナウイルス感染症の影響で観光業は深刻
なダメージを受けています。こうした中、観光庁で
は、様々な観光場面における感染予防対策マニュア
ルを整え、それに基づく運営を実施することで安心・
安全な観光の実現を目指す「あたらしいツーリズム」
事業を実施しています。
　洞爺湖温泉観光協会では、本事業の一環として「洞爺
湖温泉冬花火大会」を毎日開催しており、近隣の宿泊施
設や湖畔の遊歩道のほか、Webサイトからも花火が打
ち上がる様子を鑑賞することができます。感染防止対

策として、事業者は「業務
開始前は検温・体調を確認
すること」「業務中は頻繁
に手洗い・消毒すること」な
どを徹底し、観光客には

「宿泊の際はできる限り客室から
鑑賞すること」「遊歩道で鑑賞す
る際は距離を取りマスクを
着用すること」などの協力
を呼びかけています。なお、
こちらの写真は洞爺湖汽
船株式会社（洞爺湖舟艇協
同組合組合員）から提供を受けたものです。同社では、
洞爺湖を巡る遊覧船「エスポアール」を運行しており、
感染症対策に十分配慮しながら営業を行っています。
　花火は令和2年12月1日から翌年2月14日まで、毎
日夜8時半から5分間に渡って打ち上げられます。冬
の夜空に咲く大輪の花火をぜひご覧になってはいか
がでしょうか。

夕張シューパロダムで酒類熟成可能！？�
道内企業に利用呼び掛け
　皆さん、夕張シューパロダムはご存じでしょうか。
平成26年度に夕張川上流部に建設されたこのダム
は、道内最大の総貯水容量を誇り、ダムによって形成
される人造湖はシューパロ湖と呼ばれています。
　その夕張シューパロダムで新しい試みが行われよ
うとしています。ダムの堤体内を酒等の熟成場所と
して提供するというもので、既に道内では豊平峡ダ
ムや留萌ダム等で行われています。
　堤体内にはメンテナンスのための通路が張り巡ら

されており、各種観測
機器が設置されている
ものの、外部出入口近
くの一部通路は観測機
器等がない空きスペー
スとなっています。「こ

のスペースを豊平峡ダムや留
萌ダムのように有効活用でき
ないか？」との思い付きが今回
の取組につながりました。
　内部の温度と湿度が年間を通してほぼ一定に保た
れている堤体内部は、ワインなどの酒類の熟成に適
しており、長期熟成を行うことで、酒の味がまろやか
になると言われています。

　既に「酒以外
の貯蔵に利用し
たい」という問
合せが数件寄せ
られており、ダ
ムを活用した地

域活性化の取組の一環として、酒以外の貯蔵も可能
とのことです。今後、夕張の新たな観光資源になるの
ではと期待されます。

胆振支部（室蘭市） 所管／胆振総合振興局管内
駐在職員／尾崎事務所長・渡辺主事

空知支部（岩見沢市） 所管／空知総合振興局管内
担当／連携支援部　大瀧主任

▼一般社団法人　洞爺湖温泉観光協会ホームページ
https://www.laketoya.com/event/winterfireworks/
▼インスタグラム
https://www.instagram.com/play_laketoya/

ダム内通路

夕張岳と夕張シューパロダム

遊覧船「エスポアール」

洞爺湖の花火
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u
m
i.jp
/

林

　
　
　伸

　幸

北
海
道
菓
子
卸
商
業
組
合

副
理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
十
五
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
六
三
―
三
七
五
六

谷

　保

　寿

　彦

理
事
長

戸

　澤

　
　
　亨

北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
三
丁
目
二

　
　
　
　（
北
海
道
電
気
会
館
）

電

　話

　（
〇
一
一
）（
二
六
一
）〇
四
二
〇
番

理
事
長

小
野
寺

　涼

　一

副
理
事
長

住

本

邦

裕

副
理
事
長

福

井

克

美

〒
〇
六
〇
―
〇
〇
五
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
一
丁
目
五
番
地

　大
通
バ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
一
号
館
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
〇
四
七
四

官
公
需
適
格
組
合

　情
報
創
造
事
業
協
同
組
合

理
事
長

柏

倉

正

剛

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
七
丁
目
一
│
五

N
C
O
札
幌
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
7
F

電

　話

　（
〇
一
一
）二
七
一
―
七
〇
七
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
七
一
―
七
〇
七
四

北
海
道
信
用
組
合
協
会

会

　長

林

　
　
　伸

　幸

〒
060
―

0004

一
般
社
団
法
人
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本　部

北
海
道
青
果
商
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
十
三
条
東
十
四
丁
目

電

話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
一
二
六

西

本

伸

顯

札
幌
丘
珠
鉄
工
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
丘
珠
三
条
四
丁
目
三
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
九
一
―
一
二
二
一

F
A
X

　〇
一
一
―
七
九
一
―
一
二
二
三

理
事
長

遠

　藤

　元

　士

〒
007

0883
ー

北
海
道
電
機
商
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
二
十
五
条
西
三
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
〇
九
―
五
四
三
九

F
A
X

　〇
一
一
―
七
〇
九
―
五
七
一
九

青

木

昭

二

守
　
田
　
敏
　
治

北
海
道
紙
器
段
ボ
ー
ル
箱
工
業
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
十
二
丁
目
一
番
地

電
　
話
　（
〇
一
一
）二
二
一
―
七
五
七
五

理
事
長

江
別
工
業
団
地
協
同
組
合

江

別

市

工

栄

町

十

五

番

地

の

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
二
六
二

代
表
理
事

杉

野

邦

彦

北
海
道
自
動
車
整
備
協
同
組
合
連
合
会

会

　長
札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
一
―
七
一
〇
七

瀧

川

雅

司

副
会
長

竹

川

秀

幸

北
海
道
印
刷
工
業
組
合

理
事
長

岸

　
　
　昌

　洋

札
幌
市
豊
平
区
美
園
三
条
五
丁
目
一
番
十
五
号

原
ビ
ル
四
階

電 

話 

〇
一
一
―
五
九
五
―
八
〇
七
一
番

北
海
道
菓
子
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
四
丁
目
十
三

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
八
四
八

長

沼

昭

夫

共
通
産
業
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
白
石
区
本
通
十
八
丁
目
一
―
一

第
五
栄
輪
ビ
ル
3
F
―
B

電

　話

　〇
一
一
―
五
九
八
―
一
三
六
八

福

沢

誠

人

協
同
組
合

　札
幌
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

守

　
　
　和

　彦

事
務
局
〒
060
―
0906
札
幌
市
東
区
北
六
条
東
四
丁
目
一
│
七

電

　話（
〇
一
一
）七
二
一
―
一
一
〇
一

F
A
X（
〇
一
一
）七
二
一
―
一
一
九
七
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本　部

札
幌
電
気
工
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
三
丁
目
二

　
　
　
　
　
　北
海
道
電
気
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
七
七
一
番

理
事
長

小
野
寺

　涼

　一

副
理
事
長

住

本

邦

裕

副
理
事
長

鈴

木

暁

彦

札
幌
中
央
信
用
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）
二
三
一
―
八
一
三
六
番

フ
ァ
ッ
ク
ス

　（
〇
一
一
）
二
二
二
―
一
九
八
三
番

h
ttp
://w
w
w
.sa-ch

u
sh
in
.sh
in
k
u
m
i.jp
/

浅

　山

　廣

　司

〒060－8513

札
幌
市
清
田
区
真
栄
四
〇
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
四
―
二
一
〇
〇

協
同
組
合
ニ
イ
イ
チ
物
流
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石

川

　
宏

北
海
道
製
紙
原
料
直
納
商
業
組
合

理
事
長

長
谷
川

　裕

　一

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
二
丁
目
一
―
五

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
五
五
一

北
海
道
石
油
商
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
一
条
六
丁
目
十
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
二
―
八
一
一
一

伊

藤

　
豊

松

原

正

和

北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会（
道
木
連
）

代
表
理
事
会
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
五
番
地
一
│
二

　

　

　

　

　道

庁

西

ビ

ル

二

階

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
三
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
四
番

事
務
所

官
公
需
適
格
組
合
千
歳
市
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

千
歳
市
上
長
都
一
〇
五
七
番
地
七

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
五
―
六
九
〇
〇

代
表
理
事

山

田

耕

作

副
理
事
長

茎

　津

　俊

　爾

専
務
理
事

森

　本

　康

　児

常
務
理
事

福

　永

　政

　浩

北
海
道
電
気
資
材
卸
業
協
同
組
合

理
事
長

三

神

　
司

札

幌

市

中

央

区

大

通

東

三

丁

目

二

　

　

　

　

　

　北

海

道

電

気

会

館

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
七
一
―
二
九
三
一

札
幌
建
設
運
送
株
式
会
社

h
t
t
p

:
/
/
w

w
w

.
s

a
k

k
e

n
s

o
.
c

o
m

/

〇
〇
三
―
〇
〇
三
〇 

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
六
番
四
三
号

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
六
三
―
三
六
六
六
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）
八
六
二
―
八
二
三
四
番

代
表
取
締
役

矢

　部

　和

　彦
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本　部

北
海
道
砂
利
工
業
組
合

理
事
長

小

　澤

　由

　明

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一

原
田
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
三
八
一
番

札
幌
塗
装
工
業
協
同
組
合

理
事
長

曽

山

和

則

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目

　
　
札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

〇
一
一
―
八
二
二
―
四
一
一
六

北
海
道
税
理
士
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
三
―
一
三
三
五
番

石

川

信

之

札
幌
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

丸

　山

　邦

　彦

札

幌

市

厚

別

区

厚

別

町

山

本

一

〇

六

三

番

地

四

一

八

電

　話

　〇
一
一
―
八
九
四
―
〇
六
七
三

佐

藤

和

人

株
式
会
社
ほ
く
せ
ん

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
一
丁
目
北
専
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
六
一
―
六
一
〇
一

代
表
取
締
役
社
長

北
海
道
街
商
協
同
組
合

理
事
長

清

　水

　秀

　樹

副
理
事
長

副
理
事
長

冨

　田

　保

　朗

二
丹
田

　祐

　次

副
理
事
長

前

　川

　二
三
男

石
狩
東
北
部
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

澤

田

尚

樹

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
二

江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
一
一
四
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
一

協
同
組
合
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
二
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
三
三
―
七
三
―
七
一
一
一
番

梅

本

成

利

札
幌
発
寒
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

福

田

年

勝

札
幌
市
西
区
発
寒
十
六
条
十
四
丁
目
五
―
二
五

T
E
L

　〇
一
一
―
六
六
三
―
四
三
一
一
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
六
三
―
八
三
〇
一
番
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本　部

〒064－0802
札幌市中央区南2条西20丁目1番1号
BEAUT20 2階
PHONE　011－642－6066
FAX　　　011－642－6065
URL　http://www.be-way-hokkaido.net/
e-mail　bewaysapporo01@gmail.com

理事長
大野　博繁

札幌美容協同組合

北
海
道
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
十
九
丁
目

　
　南
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン

　一
〇
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
二
―
六
二
二
三

大

　縄

　雅

　義

瀧

川

雅

司

札
整
振
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
五
一
―
一
四
一
一

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
建
具
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　（
〇
一
一
）六
二
一
―
七
五
七
五
番

皆

　戸

　克

　司

事
務
局
063

0801
ー

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

〇
〇
二
―
八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七
番
地
八

電

　話

　〇
一
一
―
七
七
五
―
七
七
五
五

理
事
長

加
賀
谷

　雅

　治

札
幌
河
川
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
経
済
セ
ン
タ
ー
五
階

札
幌
中
小
建
設
業
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
六
四
五
七

理
事
長

安

田

謙

一

官
公
需
適
格
組
合

I
T
＆
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
集
団

戦
略
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

赤

羽

幸

雄

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
九
丁
目
北
一
―
二
九

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
四
八
〇
〇

U
R
L

　

http://w
w
w
.senryakukeiei.net

理
事
長

　
　田

　孝

　雄

厚
生
労
働
大
臣
認
可

日
本
保
健
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合
連
合
会
会
員

北
海
道
知
事
認
可

北
海
道
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
三
丁
目
三
一
七
―
三

フ
ナ
コ
シ
ヤ
南
一
条
ビ
ル 
三
階

電

　話

　〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
三
三

官
公
需
適
格
組
合

札
幌
市
管
工
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
東
八
丁
目
八
六
番
一
〇
号

T
E
L

　（〇
一
一
）二
二
二
―
一
八
一
一（
代
表
）

F
A
X

　（〇
一
一
）二
二
二
―
三
〇
二
一

理
事
長

佐

　藤

　安

　幸

〔
豊
富
な
経
験
〕〔
優
れ
た
技
術
〕〔
ま
か
せ
て
安
心
〕

水
ま
わ
り
の
こ
と
な
ら
札
管
協
修
繕
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

〒
060

0032
―

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　〇
一
二
〇
―
二
二
四
―
八
八
九

代
表
理
事

石

　川

　信

　男

札
幌
市
中
央
区
南
二
十
八
条
西
十
三
丁
目
一
│
七

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
五
一
│
八
一
八
一
番

札

幌

市

中

央

区

南

八

条

西

十

五

丁

目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　副
支
部
長

札
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

一
般
社
団
法
人

事
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

http://satto-kojintaxi.com/
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本　部

北
海
道
米
菓
工
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
一
〇
丁
目
四
番
地

（
第
二
タ
イ
ム
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
一
四
二
三
番

代
表
理
事

山

　口

　勝

　美

北
海
道
昆
布
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

　
　
　
　第
二
水
産
ビ
ル

　七
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
八
〇
六
八

中

山

　
俊

札
幌
集
団
給
食
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
七
丁
目
北
十
三
―
十
五

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
四
六
―
六
六
五
一

平
　
井
　
　
　
司

札
幌
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
七
丁
目
一
番
地

〇
一
一
―
二
五
一
―
六
五
三
五

木

村

幸

男

北
海
道
基
礎
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
六
条
西
六
丁
目
二
番
地

（
第
三
山
崎
ビ
ル
）

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
六
―
七
八
八
六
番

関

本

厚

自

札
幌
団
地
倉
庫
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
七
一
七
一

片

　岸

　俊

　幸

札
幌
水
産
物
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
一
一
―
八
三
〇
一
番

理
事
長

佐
々
木
　
貞
　
幸

札
幌
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
町
二
五
九
番
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
二
―
五
一
八
一
番

問

谷

功

三

北
海
道
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
八
丁
目
二
番
地

住
友
商
事
・
フ
カ
ミ
ヤ
大
通
ビ
ル
八
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
一
一
〇

才

　善

　宣

　雄

北
海
道
都
市
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
丁
目
三
―
二

　
　
　
　
　南
一
条
道
銀
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
八
七
一

大

畑

範

義

札
幌
鉄
工
関
連
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
一
丁
目
一
番
十
八
号

電
　
話
　
（
〇
一
一
）
六
六
一
―
二
六
四
八
番

理
事
長

今
　
井
　
一
　
彦

札
幌
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
一
七
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
三
五
三
番

渡

邉

高

和
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本　部

読
売
新
聞

北
海
道
読
売
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
読
売
北
海
道
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
一
〇
―
五
二
一
三

菊

　地

　
　
　進

北
武
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
一
―
三
三
二
三

小

西

政

秀

北
海
道
圧
接
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
十
五
丁
目
三
│
十
四

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
二
│
六
三
三
三

大

嶋

忠

裕

札
幌
生
花
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
七
丁
目
三
―
五

T
E
L

　〇
一
一
―
八
九
二
―
三
九
三
八

F
A
X

　〇
一
一
―
八
九
二
―
九
二
二
九

理
事
長

横

　山

　好

　子

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
北
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
一
八
四
四

近

　藤

　武

　史

北
海
道
自
動
車
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
一
丁
目
三
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
二
三
三
番

岩

　田

　圭

　剛

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
二
三
丁
目
二
番
一
〇
│
三
〇
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
五
二
│
三
五
八
二

牛

　嶋

　和

　夫

北
海
道
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目
一
番
地
札
幌
北
三
条
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
二
二
三
九

伊

　原

　潤

　司

北
海
道
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
四
条
十
二
丁
目
一
―
二
十
七

T
E
L
（
〇
一
一
）
八
三
一
―
九
五
五
五

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
一
二
―
〇
六
九
〇

〒
062－
0904

代
表
理
事

理
事
長

石

田

直

樹

官
公
需
適
格
組
合

　北
海
道
板
金
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
―
二

電

　話

　〇
一
一
―
八
一
一
―
七
二
一
五

川

島

隆

司

協
同
組
合
札
幌
木
工
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

札
幌
市
西
区
発
寒
七
条
九
丁
目
四
番
三
十
三
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
二
―
六
一
六
一
番

安

田

浩

康

理
事
長

清

　水

　
　
　博

〒
〇
六
二
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
一
条
十
五
丁
目
十
│
二
十
七

電

　話

　（
〇
一
一
）八
五
三
│
七
七
二
二
番

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
五
丁
目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

　理
事

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　支
部
長

札
幌
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局
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本　部

北
海
道
競
走
馬
輸
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
九
丁
目
一
―
二
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
五
―
四
八
五
〇

理
事
長

七

　條

　
　
　稔

札
幌
市
水
産
物
卸
売
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
〇
―
二
―
一

札
幌
市
中
央
市
場
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
七
二
八
一

理
事
長

北

　村

　勝

　満

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
二
十
丁
目
七
―
三

T
E
L

　（〇
一
一
）七
九
〇
―
七
一
二
二

理
事
長

西

田

耕

二

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　札
幌
青
果
卸
売
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
二
一
―
六
六
六
五
番

藏

　重

　
　
　満

副
理
事
長

中

川

伸

一

専
務
理
事

石

田

雅

久

札
幌
手
稲
工
業
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
三
十
六
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
八
二
―
〇
二
七
四

理
事
長

玉

井

　
繁

北
海
道
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
九
五
四
七

針

　谷

　
　
　毅

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　道

央

青

果

協

同

組

合

事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

（
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
内
）

電
話
代
表

　〇
一
一
―
六
一
一
―
八
七
五
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
二
一
―
八
三
二
九
番

理
事
長

堀

　崎

　幸

　博

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
一
丁
目
一
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
〇
│
五
一
六
一

大

友

龍

之

北
海
道
土
質
試
験
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
北
郷
一
条
八
丁
目
三
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
三
―
九
八
九
五

榊

　
　
　保

　二

北
海
道
食
糧
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
九
丁
目
南
二
―
七

電

　話

　〇
一
一
―
八
四
六
―
二
一
九
一
番

武

田

俊

昭

北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目

北
海
道
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
三
三
―
七
三
二
〇

理
事
長相

馬

純

一

北
海
道

商
業
協
同
組
合

自

転

車

軽
自
動
車

理
事
長

札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
三
丁
目
一
番
四
十
七
号

ブ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ル

　一
│
E

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
二
―
〇
〇
〇
一

服

部

好

泰
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本　部

北
海
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
工
事
業
協
同
組
合

札

幌

市

中

央

区

北

二

条

東

三

丁

目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マ
ル
タ
ビ
ル
札
幌

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
〇
一
九

理
事
長

片

　山

　英

　男

官
公
需
適
格
組
合

　
協
同
組
合
札
幌
広
告
美
術
協
会

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
七
丁
目

白
樺
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
二
一
―
二
三
九
三
番

理
事
長

原
　
口
　
友
　
一

ぎ
ょ
れ
ん
協
同
会
社
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
八
五
二
四

風

無

成

一

海
外
交
流
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
五
条
東
十
八
丁
目
三
番
二
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
七
九
二
―
一
九
一
一

能
　
登
　
　
　
昇

札
幌
流
通
セ
ン
タ
ー
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
三
番
三
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
四
―
六
一
七
一
番

理
事
長

奈

良

幹

男

官
公
需
適
格
組
合

　協
同
組
合

　札
幌
プ
リ
ン
ト
ピ
ア

代
表
理
事

札
幌
市
東
区
東
苗
穂
二
条
三
丁
目
四
番
四
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
八
〇
―
五
二
三
一

加

　藤

　
　
　優

北
海
道
牛
乳
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

酪
農
セ
ン
タ
ー
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
二
五
六
一
番

副
理
事
長

田

　島

　久

　吉

理
事
長

竹

内

久

夫

札
幌
市
薄
野
ゼ
ロ
番
地
飲
食
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
南
六
条
西
四
丁
目

T
E
L

　五
二
一
―
〇
一
一
六

理
事
長

成

　澤

　
　
　章

北
海
道
芝
生
生
産
者
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
中
央
区
南
五
条
西
一
丁
目

北
一
ビ
ル

　四
階

電

　話

　〇
一
一
―
五
一
二
―
二
八
三
三

F
A
X

　〇
一
一
―
五
一
二
―
六
五
六
〇

会

　長

田

村

博

昭

会

　長出

村

良

治

北
海
道
左
官
業
組
合
連
合
会

〒
〇
〇
三
―
〇
〇
〇
五

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
二

北
海
道
自
動
車
処
理
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
十
九
条
東
十
二
丁
目
六
番
七
号

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
四
―
八
二
〇
〇
番

石

　上

　
　
　剛

札
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
十
四
番
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
二
―
五
一
一
〇

成

田

眞

一
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本　部

北
海
道
農
産
物
集
荷
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
五
一
〇
一
番

山

本

英

明

代
表
理
事

笠
　
松
　
利
　
紀

毎
日
軽
自
動
車
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー

五
丁
目
六
番
六
五
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
七
八

F
A
X
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
六
五

北
海
道
ペ
ッ
ト
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
五
条
東
二
十
七
丁
目
二
│
三

T
E
L

　〇
一
一
―
三
七
四
│
六
五
八
八

理
事
長

渡

　邉

　
　
　泰

北
海
道
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
二
条
西
十
丁
目
一
│
十
四

植
物
園
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ

　東
一
一
〇

電

　話

　〇
一
一
│
二
〇
四
│
六
八
〇
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
二
八
一
│
七
八
九
〇

岩

田

洋

二

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合

札
幌
市
南
区
真
駒
内
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
三
―
二
五
六
七
番

理
事
長

岡

　本

　繁

　美

〒
003

0876
│

心
陽
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
米
里
二
一
九
四
番
二

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
七
二
│
七
一
一
一

長

岡

　
勉

ペ
ル
セ
協
同
組
合（
官
公
需
適
格
組
合
）

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
六
丁
目
一
番
地
九

　二
階

電

　話

　〇
一
一
│
六
四
二
│
七
八
五
五

代
表
理
事

丸

山

一

彦

齋

藤

忠

明

北
海
道
家
電
協
同
組
合

札
幌
市
清
田
区
平
岡
一
条
一
丁
目
六
│
十
八

電

　話
（
〇
一
一
）
三
七
五
│
七
三
六
四

F
A
X
（
〇
一
一
）
三
七
五
│
七
三
八
四

理
事
長

北
海
道
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
工
業
組
合

代
表
理
事

谷

　
　
　明

　郎

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
三
二
六
八

F
A
X

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
六
一
九

道
央
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
四
条
東
三
丁
目
十
九
番
地
イ
ハ
ラ
ビ
ル

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
〇
〇
六

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
三
八
八

木

戸

善

幸

北
海
道
歯
科
用
品
商
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
一
条
東
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
七
四
ニ
―
ニ
三
ニ
ニ
番

石

田

　
誠

理
事
長

エ
ス
・
バ
イ
・
エ
ス
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
四
条
東
三
丁
目
十
九
番
地

イ
ハ
ラ
ビ
ル

電

　話
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
一
四
六
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
三
〇
三
一

木

　戸

　善

　幸
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本　部

全
日
食
チ
ェ
ー
ン
北
海
道
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
一
四
〇
五

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
四
十
七
番
地
九

T
E
L

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
〇

F
A
X

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
五

U
R
L:http://w

w
w
.zchain.co

.jp

理
事
長

相

　澤

　長

　秀

石
狩
新
港
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
〇
一
番
地
一
三

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
一
四
一
四

大

友

龍

之

恵
庭
農
畜
産
物
直
売
所

恵
庭
か
の
な
協
同
組
合

理
事
長

恵
庭
市
南
島
松
八
一
七
番
地
一
八

電

　話

　〇
一
二
三
│
三
六
│
二
七
〇
〇

桑

山

正

人

代
表
理
事

山
　
田
　
昌
　
幸

札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
五
丁
目
二
番
四
十
号

ク
レ
ス
ト
コ
ー
ト
北
大
前
一
階

T
E
L
　
〇
一
一
―
七
〇
九
―
一
四
二
二

一
級
建
築
士
事
務
所

建
築
設
計
・
診
断
事
業
協
同
組
合

石

　澤

　恵

　吾

北
海
道
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
菊
水
2
条
2
丁
目
2
番
1
8
号

藤
井
ビ
ル
菊
水
Ⅰ
1
階

電

　話

　〇
一
一
│
八
一
六
│
一
二
五
〇
番

代
表
理
事

官
公
需
適
格
組
合

　恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

恵
庭
市
黄
金
南
一
丁
目
三
一
三
番
地
五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
九
―
四
八
三
六

理
事
長

齊

　藤

　一

　史

石
狩
南
部
道
路
維
持
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

千
歳
市
上
長
都
一
〇
五
七
番
地
七

電

　話

　〇
一
二
三
│
四
〇
│
二
一
五
一

山

　田

　耕

　作

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
封
入
・
梱
包
作
業
・

運
送
の
ご
用
命
は

札
幌
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
十
三
条
西
三
丁
目
二
番
地
三
十
五

S
J
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　内

T
E
L

　〇
一
一
│
七
五
七
│
二
五
七
一

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
八
│
三
二
七
四

事
務
局

代
表
理
事

　
橋

健

一

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
四
番
五

電

　話
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
一
六
一

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
二
〇
九

成

田

眞

一

理
事
長

会

　長

石
狩
管
工
事
業
協
同
組
合

石
狩
市
花
川
北
六
条
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
六
五
八
番

代
表
理
事

池

田

篤

司

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
十
八
丁
目
一
―
十
九

北
海
道
鉄
道
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
六
―
一
五
三
二

勝

部

賢

志

北
海
道
商
工
連
盟

会

　長

峰

　崎

　直

　樹

石
狩
新
港
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
三
二
四
一

石
狩
市
新
港
西
三
丁
目
七
四
九
―
一

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
二
一
一
番

F
A
X

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
二
一
二
番

理
事
長

美

　馬

　
　
　剛
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本　部

官
公
需
適
格
組
合

江
別
河
川
防
災
環
境
事
業
協
同
組
合

江
別
市
大
川
通
六
番
地（
防
災
ス
テ
ー
シ
ョン
内
）

電

　話

　〇
一
一
―
三
九
一
―
〇
九
九
〇
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
九
一
―
〇
八
八
〇
番

理
事
長

小

原

敏

嗣

江
別
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
六
七
―
〇
〇
五
一

　
　
　
　
　
　
　

江

別

市

工

栄

町

十

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
一
―
六
六
二
九
番

丸

山

博

幸

大
麻
東
町
商
業
協
同
組
合

江
別
市
大
麻
東
町
一
五
番
地

〇
一
一
―
三
八
六
―
九
九
〇
〇

代
表
理
事

安
　
達
　
　
　
學

江
別
ほ
ほ
え
み
企
業
組
合

理
事
長

江

別

市

元

町

二

〇

番

地

三

電

　話

　〇
一
一
│
三
九
一
│
九
一
七
〇
番

吉

　川

　惇

　子

官
公
需
適
格
組
合

江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

龍

　田

　昌

　樹

江
別
市
上
江
別
東
町
七
番
地
二
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
五
五
六
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
四
―
七
一
〇
二
番

官
公
需
適
格
組
合

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

江

別

市

工

栄

町

十

一

番

地

七

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
五
―
七
一
二
四

齋

　木

　良

　一

千
歳
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長千

歳
市
上
長
都
二
番
地
二
十
二

　
（
〇
一
二
三
）
二
三
ー
五
五
九
〇

新
井
田
　
　
保

千
歳
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

千
歳
市
幸
町
六
丁
目
二
十
番
二
十
四
号

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
二
三
（
二
六
）
三
四
三
四

泉

　波

　昭

　雄

官
公
需
適
格
組
合

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

代
表
理
事

北
広
島
市
北
の
里
四
七
一
番
地
七

電
　
話
　
〇
一
一
―
三
七
二
―
二
〇
一
一

F
A
X
　
〇
一
一
―
三
七
三
―
一
〇
九
五

菅
　
野
　
政
　
博

日
高
中
部
砂
利
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
豊
畑
一
三
三
九
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
六
―
二
二
一
四

冬

　澤

　
　
　豊

官
公
需
適
格
組
合

北
広
島
道
路
維
持
協
同
組
合

北
広
島
市
中
央
三
丁
目
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
三
―
六
一
〇
三
番

理
事
長

藤

　山

　康

　雄

北
広
島
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
広
島
市
西
の
里
南
一
丁
目
一
番
地
七

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
五
―
三
九
八
八

水

澤

政

幸
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本　部

日
高
地
方
廃
タ
イ
ヤ
協
同
組
合

理
事
長

沙
流
郡
日
高
町
富
川
西
十
二
丁
目
六
十
九
番
地
一
〇
四

電

　話

　〇
一
四
五
六
―
三
―
〇
〇
五
〇

元

　島

　勝

　利

静
内
地
区
砂
利
採
取
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
旭
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
六
四
七
九

大

　坂

　
　
　博

浦
河
家
具
建
具
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
浦
河
郡
浦
河
町
堺
町
東
二
丁
目

十
八
番
十
五
号

電

　話

　〇
一
四
六
│
二
二
│
一
二
六
八
（
事
務
所
）

　
　
　
　〇
一
四
六
│
二
二
│
一
一
五
八
（
工
場
）  

永

　平

　
　
　顯

日
高
砂
利
企
業
組
合

事
務
所

　日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
と
き
わ
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
〇
四
三
二
番

理
事
長

大

　坂

　
　
　博

札幌地方中小企業団体事務長会

オホーツク中小企業団体事務長会

室 蘭 中 小 企 業 組 合 事 務 長 会

苫小牧地区中小企業団体事務長会

十勝地区中小企業団体事務長会

函館地区中小企業団体事務長会

道北地区中小企業団体事務長会

釧根地区中小企業団体事務長会

後志地区中小企業団体事務長会

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

伊 藤 克 義

高 　 田 　 　 　 健

片 桐 崇 意

牧 　 野 　 敏 　 夫

三 日 市 　 則 　 昭

高 　 橋 　 正 　 幸

上 　 西 　 淳 　 一

横 　 田 　 　 治

西 川 清 光

北
海
道
官
公
需
適
格
組
合
協
議
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

山

田

耕

作

副
会
長

佐

　藤

　安

　幸

北
海
道
中
小
企
業
組
合
士
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

長

鈴

　木

　英

　弘

副

会

長

山

　岡

　芳

　夫

副

会

長

村

　田

　京

　華

副

会

長

浜

　岡

　雄

　史

北
海
道
中
小
企
業
青
年
中
央
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

安

藤

慎

也

副
会
長

渡

部

正

益

副
会
長

熊

谷

広

司
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本　部

千
葉
経
営
労
務
事
務
所

札
幌
市
清
田
区
北
野
四
条
二
丁
目
一
〇
―
二
六

T
E
L

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
九
四

F
A
X

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
五
六

メ
ー
ル

　ch
ib
a
-K
rj@
m
u
b
.b
ig
lo
b
e
.n
e
.jp

千

　葉

　俊

　幸

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士

―
現
場
か
ら
の
発
想

　現
場
か
ら
の
改
革
―

〒
004
―
0864

税
理
士
法
人 

み
の
り
会
計

税
理
士

札
幌
市
西
区
琴
似
二
条
一
丁
目
三
番
五
号

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
琴
似
701
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税 理 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

行 政 書 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

社会保険労務士法人むらずみ総合事務所

税務申告・節税対策・事業承継・事業再生支援・労務人事管理

給与計算・会社設立・許認可申請・資金調達支援・相続手続支援

IT活用支援

http://www.murazumi.jp

札幌 〒064-8648 札幌市中央区南8条西4丁目422番地 GRAND PARK BLD
TEL（011）513-5000(代) FAX（011）521-1451

千歳 〒066-0063 千歳市幸町3丁目15番地 エレガンスビル3階
TEL（0123）23-0115(代) FAX（0123）26-2020

東京 〒101-0047 東京都千代田区内神田2丁目15番9号 The Kanda 282
TEL（03）6260-8840(代) FAX（03）3256-8331

札幌市東区北12条東1丁目
電話 ( 0 1 1 )  7 4 1－3631
FAX ( 0 1 1 )  7 4 1－7030
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〒060－0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011－261－5311

https://www.hotelgp-sapporo.com/

B1 味の会

【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会・ご会合】

横 井 　 隆
代表取締役社長

〒060‒0032
札幌市中央区北2条東1丁目1

Tel 011‒221‒9181
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記
念
誌
作
成
資
料

無
料
進
呈
中

〒060-0033 札幌市中央区北3条東5丁目5-91
TEL（011）241-9341 FAX（011）207-6178
https://iword.co.jp

社史・記念誌の編纂は、
創業精神や理念を
未来につなげる活動です。

記念誌担当になられた皆様へ

記念誌の作り方
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J　　R JR「札幌駅」から徒歩約12分

（別途、消費税がかかります。）

25,500円
17,400円
17,400円
15,000円
15,000円
26,700円

約63名
約36名
約36名
約45名
約24名
約60名

180

一般社団法人

12,500円
8,500円
8,500円
7,500円
7,500円
13,000円

15,000円
10,500円
10,500円
9,000円
9,000円
16,000円

2,200円
1,500円
1,500円
1,300円
1,300円
2,400円

使用時間は厳守して下さい。午後6時以降使用時間の延長は出来ません。
使用時間の中には、使用の準備及び使用後の机、椅子等の整理の時間も含みます。
延長のお申込をいただいても、延長できない場合があります。

延長（18時まで）
30分単位

平日・料金区分

ただし、事前に申込いただきますと、午後6時まで（30分単位）使用時間を延長することができます。
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詳しい内容については、取扱代理店または
三井住友海上火災保険株式会社までお問い合わせください。

会社経営のリスクへの備え、万全ですか？

しっかり備えるなら！

スピーディーな保険金支払い!
労災事故が発生した場合、政府労災保険の認定を待たずに保険金をお支払い
します。政府労災保険の認定は、保険金のお支払い条件ではありません。（＊）
（＊）メンタルヘルス対策費用特約など一部の特約を除きます。

充実した付帯サービス!
貴社の人事・労務に関するお悩みにお答えする充実の付帯サービスです。
メンタルヘルスに関わる人事マネジメントや法律・税務相談などに、専門スタッフ
が電話でアドバイスします。（すべての契約に付帯されます。）

「人事・労務相談デスク」

メリット

1 納得の保険料水準！
全国中小企業団体中央会を契約者とする団体契約のスケールメリットを活かした保険料を実現しています。

事故発生 !

労災認定を待たずに

保険金をお支払い！

メンタルヘルスサポート

法律・税務・人事労務相談

メリット

2

メリット

3

就業中や
通勤途中の
事故による
社員のケガ

使用者責任
による
高額賠償

会員事業者のみなさまが補償金・賠償金を支出する
ことによって被る損害に備えるための制度です。

従業員の安心と、経営リスクの軽減を両立！

北海道中小企業団体中央会　会員のみなさまへ

三井住友海上火災保険株式会社
札幌支店法人営業課
住所：札幌市中央区北 3条西 2丁目
TEL：011－213－3889
FAX：011－213－3891

〈ご連絡先〉
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本内容は業務災害補償制度及びビジネス総合保険制度の概要を示したものです。実際の加入および詳細は引受保険会社の約款、パンフレット等に従います。

お見積り、ご加入手続きは
引受保険会社にお問合せください。
（＊）募集覚書締結中央会になります。

【制度引受保険会社（制度参入順）】

【制度運営】

本広告は有限会社エヌ・エス・エイサービスによるものです。

全国中小企業団体中央会

【お問合わせ先】
都道府県中小企業団体中央会（＊） 東京海上日動火災保険株式会社　損害保険ジャパン日本興亜株式会社

三井住友海上火災保険株式会社　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

業務災害補償制度の特徴

36,000件を超える加入を
いただいています

業務災害補償制度
新しい労災リスクから
会員の皆様をお守りする

ビジネス総合保険制度
事業活動を取り巻く様々なリスクから
会員の皆様をお守りする

●全国中小企業団体中央会のスケールメリットによる
割安な保険料水準
一般加入と比べ約半額の掛金水準

●労災賠償に備える
「使用者賠償責任保険」を標準セット
●政府労災保険の給付を待たずに
保険金のお支払いが可能
政府労災保険への加入が必要です。
（使用者賠償責任保険は給付決定後の支払いになります）
●契約は無記名式。
短期労働者やパート・アルバイトも包括補償

●掛金は売上高と業種で算出
掛金は全額損金算入可能

ビジネス総合保険制度の特徴
●全国中小企業団体中央会のスケールメリットによる
割安な保険料水準

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・
ダブリを解消し、
一本化してご加入

●賠償責任（PL、リコール、情報漏えい、施設・事業遂行等）
リスクを総合的に補償

●事業休業補償により災害に遭った際の
事業継続のための資金を確保

平成29年7月制度スタート

大好評
企業防衛の
決定版！

NEW!

企業経営には多くのリスクが
存在しています

災害や事故などをはじめ、様々なリスクへの備えが
企業経営への安心につながります

災害や事故などをはじめ、様々なリスクへの備えが
企業経営への安心につながります

全国中小企業団体中央会「業務災害補償制度 」度制険保合総スネジビ「」 のご案内

「業務災害補償制度」 「ビジネス総合保険制度」
全国中小企業団体中央会の

事業活動リスクを包括的にカバーします。
と で

労災訴訟
の
リスク

労務災害
の
リスク

賠償責任
の
リスク

事業休業
の
リスク

財物損害
の
リスク
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七

番

六

号

電

　話

　〇
一
三
八
│
二
三
│
四
六
〇
九

古
伏
脇

　隆

　二
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道南支部

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
建
築
板
金
事
業
協
同
組
合

函
館
市
亀
田
町
十
番
八
号

T
E
L

　八
六
―
六
四
二
八

F
A
X

　八
六
―
六
四
三
八

代
表
理
事

平

　田

　昭

　市

〒
041－
0824

〒
040－
0073

函
館
生
花
商
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番
地
二
七
二

　函

館

花

き

地

方

卸

売

市

場

内

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
三

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
四

花

禅

㈱

桃

源

函

館

市

宮

前

町

八

―

八

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
五
―
二
六
一
五

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
五
―
二
六
一
六

店
舗

星

　井

　英

　人

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
地
方
畳
商
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

千

代

台

町

三

〇

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
五
―
八
八
五
六
番

若

　林

　英

　勝

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
管
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
八
一
九
番
地
六

電

　話

　（
〇
一
三
八
）八
三
―
二
六
六
一

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）八
三
―
二
六
六
八

村

田

信

吾

〒
〇
四
一
ー
〇
八
二
四

函
館
自
由
市
場
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

新

川

町

一

番

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
七
―
二
二
〇
〇

前

　
　
　直

　幸

帝
王
事
業
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
港
町
三
丁
目
十
八
番
十
五
号

（
㈱
テ
ー
オ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
内
）

電

　話

　〇
一
三
八
│
四
五
│
三
九
一
一

小
笠
原

　康

　正

協
同
組
合
函
館
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番
地
の
二
八
三

電

　話

　〇
一
三
八
│
四
九
│
四
一
一
一

吉

村

昭

夫

函
館
屋
外
広
告
業
協
同
組
合

理
事
長

平

山

孝

敏

函

館

市

昭

和

三

丁

目

十

三

番

十

号

株
式
会
社
ヒ
ラ
ヤ
マ
サ
イ
ン
内

T
E
L

　〇
一
三
八
―
四
四
―
三
〇
五
〇

F
A
X

　〇
一
三
八
―
四
四
―
三
〇
五
一

函
館
朝
市
協
同
組
合
連
合
会

理
事
長

函

館

市

若

松

町

九

番

十

九

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
八
一
番

F
A
X

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
三
六
番

藤

　田

　公

　人

道
南
伝
統
食
品
協
同
組
合

函

館

市

大

船

町

六

〇

〇

―

五

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
五
―
五
四
〇
三

代
表
理
事

町

田

晴

雄

函
館
塗
装
協
同
組
合

函

館

市

入

船

町

九

番

六

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
八
三
―
一
九
二
一

F
A
X

　〇
一
三
八
―
八
三
―
一
九
三
一

理
事
長

西

山

智

之

函
東
工
業
協
力
協
同
組
合

函

館

市

北

浜

町

三

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
四
二
―
六
〇
〇
七

代
表
理
事

渡

部

　
勤
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道南支部

協
同
組
合
　魚
長

代
表
理
事

函

館

市

豊

川

町

十

二

番

十

二

号

電
話

　〇
一
三
八
―
二
六
―
一
八
一
一

柳

沢

政

人

北
海
道
ア
パ
レ
ル
産
業
協
同
組
合

理
事
長

伊

藤

精

二

函
館
市
石
川
町
六
四
番
地
一

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
四
七
―
五
二
七
〇

函
館
地
方
道
路
維
持
協
同
組
合

函
館
市
本
通
一
丁
目
三
五
番
一
二
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
〇
〇
〇
六

日
浦
椎
茸
生
産
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
日
浦
町
四
十
九
番
地

電
　
話
　
（
〇
一
三
八
）
八
三
│
三
三
五
五

坪

　

光

雄

渡
島
噴
火
湾
水
産
協
同
組
合

理
事
長

二
海
郡
八
雲
町
東
野
二
一
九
番
地
一
〇

電

　話

　〇
一
三
七
―
六
六
―
三
〇
三
三

碇

　
　
　貞

　一

函
館
車
両
整
備
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

旭

町

五

番

十

五

号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
四
二
五

川

村

泰

章

〒
040

0037
ー

函
館
美
容
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

大

手

町

九

番

十

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
三
―
六
四
〇
三

永

井

龍

剛

協
同
組
合

　十
字
街
商
盛
会

理
事
長

函
館
市
末
広
町
9
番
9
号

電
話

　〇
一
三
八
│
二
二
│
一
五
三
八

梶

　原

　健

　司

函
館
建
設
厚
生
企
業
組
合

函

館

市

大

縄

町

一

番

二

六

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
二
―
五
六
七
七

代
表
理
事

河

合

雅

史

函
館
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

北
斗
市
追
分
三
丁
目
三
番
一
七
号

電
話

　〇
一
三
八
―
四
八
―
五
二
一
五

辰

宮

　
章

渡
島
国
際
交
流
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

茅
部
郡
森
町
字
砂
原
二
丁
目

一
八
八
番
地
の
一

電
　
話
　
〇
一
三
七
四
―
八
―
五
一
一
一

坂
　
本
　
徳
　
博
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道南支部

有
限
会
社 

函
館 

カ
ネ
ニ

代
表
取
締
役

函
館
市
若
松
町
9
番
2
3
号

〇
一
三
八
│
二
二
│
〇
一
〇
四

藤

　田

　公

　人

株
式
会
社

　道

　水

代
表
取
締
役
社
長

函
館
市
豊
川
町
二
七
番
五
号

電

　話

　（〇
一
三
八
）二
二
―
七
一
三
六
㈹

髙

　野

　元

　宏

函
館
商
工
会
議
所

会

　頭
函

館

市

若

松

町

七

番

十

五

号

T
E
L
（
〇
一
三
八
）
二
三
―
一
一
八
一

久

保

俊

幸

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　谷
口
事
務
所

函
館
市
柏
木
町
三
七
│
六

電

　話

　〇
一
三
八
│
五
二
│
七
五
六
五

特
定
社
会
保
険
労
務
士

谷

　口

　拓

　也

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
支
社
長

函

館

市

梁

川

町

五

番

八

号

電
話

　〇
一
三
八
（
五
四
）
五
四
六
四

奥

田

典

明
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上川支部

髙
　
橋
　
秀
　
樹

旭
川
林
産
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
六
六
一
番

協
同
組
合
日
専
連
旭
川

旭

川

市

二

条

通

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
〇
〇
〇

理
事
長

濱

岡

雄

史

留
萌
地
方
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

留

萌

市

本

町

三

丁

目

五

四

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
七
三
一
五
番

対

　馬

　健

　一

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
三
―
六
六
七
一
番

竹

川

秀

幸

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭

川

市

上

常

盤

町

二

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
四
六
六
番

龍

後

英

幸

旭
川
平
和
通
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

旭
川
市
四
条
通
八
丁
目
一
七
〇
三
番
五

　
　
　
　
　
　
　
　ア
ピ
ス
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
〇
八
一
五

大

　西

　勝

　一

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会

委
員
長

佐
々
木

　邦

　男

旭
川
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
㈿
五
階

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
六
│
一
一
三
一

山

　中

　正
志
渡

旭
川
市
工
業
団
地
三
条
二
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
六
―
四
九
五
五

h
ttp
://w

w
w
.a
s
a
h
ik
a
w
a
-ip
.c
o
m

旭
川
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長藤

　原

　貞

　雄

道
北
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
三
条
通
十
一
丁
目
左
七
号

電

　話

　　
（
〇
一
六
六
）
二
六
―
四
一
一
六

稲

　井

　
　
　誠

官
公
需
適
格
組
合

名
寄
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

　
名
寄
市
大
通
北
二
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
一
四
〇

桑

　原

　裕

　敏
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上川支部

旭
川
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
鷹
栖
町
八
線
西
二
号
二
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
八
七
―
四
五
〇
〇

理
事
長

武

　石

　正

　志

旭
川
地
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
緑
町
十
九
丁
目
二
八
五
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
八
五
一
〇

小

　松

　昭

　男

大
丸
交
通
産
業
協
同
組
合

旭
川
市
緑
が
丘
南
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
六
―
二
二
三
二

代
表
理
事

本

　田

　孝

　至

旭
東
林
産
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
東
川
町
南
町
二
丁
目
二
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
八
―
四
八
五
五

佐

々

木

　

　斉

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
長
尺
開
水
路
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
七
―
二
六
〇
一
番

山

下

裕

久

上
川
北
部
環
境
整
備
協
同
組
合

中
川
郡
美
深
町
字
東
四
条
北
四
丁
目
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
九
―
二
四
〇
〇

理
事
長

山

崎

晴

一

留
萌
中
部
道
路
環
境
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

前

郡

羽

幌

町

南

町

ニ

ニ

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
六
ニ
―
ニ
四
五
〇

水

上

　
博

北
部
ク
リ
ー
ン
企
業
組
合

代
表
理
事

事
務
所

　中
川
郡
中
川
町
字
中
川
三
四
〇
号

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
七
―
三
四
四
六

F
A
X

　〇
一
六
五
六
―
七
―
二
九
一
七

平

木

宏

和

北
土
地
籍
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭
川
市
九
条
通
二
三
丁
目
三
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
五
―
二
七
八
六

田

上

利

明

協
業
組
合
北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
市
南
町
東
三
区
四
七
二
番
地
六
〇

電

　話

　〇
一
六
五
―
二
三
―
二
九
八
八

営
業
所

　名
寄
・
風
連
・
和
寒

給

排

水

指

定

業

者

特
定
建
設
業

　官
公
需
適
格
組
合

理
事
長

福

　島

　和

　秀

協
同
組
合
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

一

〇

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
五
四
二
三
番

柏

　葉

　健

　一

旭
川
地
区
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
七
四
八
一
番

山

　下

　裕

　久
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上川支部

名
寄
三
信
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

名

寄

市

字

徳

田

一

四

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
三
六
七

山

本

和

則

和
寒
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
和
寒
町
字
西
町
十
八
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
―
三
二
―
三
三
四
四

藤

　村

　光

　司

　

橋

雅

雄

北
海
道
中
小
企
業
協
同
組
合

上
川
郡
和
寒
町
字
東
町
六
番
地
一

電

　話 

〇
一
六
五
―
三
二
―
六
六
六
一

代
表
理
事

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
清
田
区
清
田
二
条
一
丁
目
一
―
三
十
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
五
―
九
三
四
五

甲

　斐

　啓

　二

下
川
ふ
る
さ
と
興
業
協
同
組
合

上
川
郡
下
川
町
共
栄
町
一
番
地
一

電
話

　〇
一
六
五
五
―
四
―
四
二
〇
六
番

理
事
長

横

井

範

明

旭
川
地
方
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
神
楽
三
条
五
丁
目
三
番
二
号

旭
川
林
友
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
九
三
〇
〇
番

野

村

幸

生

名
寄
市
風
連
町
北
栄
町
一
三
九
番
地
一

電

　話

　〇
一
六
五
五
―
三
―
四
六
〇
〇

官
公
需
適
格
組
合

風
連
環
境
保
全
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中

舘

克

中
小
企
業
診
断
士

社
会
保
険
労
務
士

弁
護
士
法
人
千
葉
総
合
法
律
事
務
所

〒
〇
七
一
―
八
一
三
四

旭
川
市
末
広
四
条
六
丁
目
七
番
八
号

T
E
L

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
七

F
A
X

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
八

弁
護
士

　
　

山

　本

　直

　久

佐
々
木

　
　
　洵

税
理
士
法
人

　中
央
総
合
会
計

代
表
税
理
士

井

　内

　敏

　樹

旭
川
市
七
条
通
十
三
丁
目
五
十
九
番
地
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
四
一
三
一
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上川支部
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十勝支部

協
同
組
合

　日
専
連
と
か
ち

理
事
長

帯
広
市
西
二
条
南
八
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
一
―
二
〇
〇
〇

臼

井

呉

行

　
橋

克

弘

十
勝
信
用
組
合

理
事
長

帯
広
市
大
通
南
九
丁
目
十
八
・
二
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
一
三
七
一

帯
広
地
方
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
十
九
条
北
一
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
五
一
三
一

石

　原

　英

　樹

十
勝
電
気
工
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
七
条
南
七
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
五
―
四
八
一
八
番

理
事
長

太

田

　
勝

帯
広
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
二
丁
目
二
十
三
―
九

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
三
一
四
六
番

河

　合

　武

　洋

北
海
道
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
二
条
南
四
丁
目
三
番
地
六

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
三
七
二
七
番

熊

　頭

　勇

　造

芽
室
商
工
協
同
組
合

河
西
郡
芽
室
町
東
一
条
一
丁
目
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
六
二
―
二
〇
〇
九
番

代
表
理
事

家

内

裕

典

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
一
条
南
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
（
三
七
）
二
七
七
七

梶

　原

　雅

　仁

十
勝
骨
材
共
販
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
一
条
北
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
四
五
四
七
番

齋

　藤

　悟

　郎

協
同
組
合

　帯
広
卸
売
セ
ン
タ
ー

理
事
長

帯
広
市
西
八
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
一
八
一
三
番

h
ttp
://o
b
ih
iro
-o
ro
s
h
iu
ri.c

o
m
/

横

　川

　真

　和

帯
広
地
方
中
古
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
五
条
北
二
丁
目
二
番
三
十
九
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
二
五
七
八

上

嶋

康

秀
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十勝支部

・
ク
ラ
ウ
ド
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事河

東
郡
音
更
町
南
鈴
蘭
北
三
丁
目
十
二
番
地
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
四
三
―
五
一
六
〇

井
　
下
　
英
　
透

ア
シ
ス
ト
ワ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
西
十
四
丁
目
一
│
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
四
三
│
五
〇
一
一

深
　
川
　
政
　
和

ア
イ
ア
ジ
ア
国
際
交
流
協
同
組
合

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
一
四

帯
広
市
西
四
条
南
十
五
丁
目
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
六
六
―
五
五
〇
五

代
表
理
事

東

城

敬

貴

サ
ン
リ
ブ
ロ
協
同
組
合

代
表
理
事

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
二
六

帯
広
市
西
十
六
条
南
六
丁
目
二
七
番
十
四
号

テ
ラ
ス
安
ら
木
二
号
室

本

　間

　
　
　元

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理

　
　
　事

帯
広
支
部
長帯

広
市
白
樺
十
六
条
東
十
二
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
一
四
四

今

　野

　勝

　之

十
勝
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
一
条
北
一
丁
目
三
番
二
十
号

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
七
―
六
八
八
八

理
事
長

兼

子

　

賢

十
勝
再
生
骨
材
販
売
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
条
南
五
丁
目
一
二
番
七

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
八
―
三
三
五
六

理
事
長

大
　
友
　
広
　
明

帯
広
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
八
二
六
五

理
事
長

道

端

忠

志

芽
室
町
維
持
修
繕
協
同
組
合

代
表
理
事河

西
郡
芽
室
町
東
十
一
条
十
丁
目

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
二
│
三
九
九
九

青

　木

　
　
　昇

十
勝
芝
生
販
売
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
一
条
南
五
丁
目
二
九
番
地
四

T
E
L

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
七
三
二

寺

嶋

誠

一

十
勝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
西
二
十
条
北
一
丁
目
三
番
三
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
三
一
四
一

中

　島

　愼

　司

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
番
地
七

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
七
│
六
〇
八
〇

佐

　藤

　
　
　聡
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十勝支部

鹿
追
と
き
め
き
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
鹿
追
町
新
町
一
丁
目
四
三
番
地

鹿

追

町

経

済

観

光

交

流

会

館

内

電

　話

　〇
一
五
六
│
六
六
│
二
一
〇
七

岡

　本

　康

　弘

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　

し
ま
や
事
務
所

　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
特
定
行
政
書
士

所
　
長

帯
広
市
西
二
条
南
二
十
九
丁
目
七
番
地
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
二
六
│
四
八
六
四

嶋
　
谷
　
耕
　
治

十
勝
電
材
株
式
会
社

取
締
役
社
長〒

〇
八
〇
│
二
四
六
九

帯
広
市
西
十
九
条
南
一
丁
目
七
番
地
の
七

電
　
話
　（
〇
一
五
五
）三
三
│
八
八
一
一
番

F
A
X
　（
〇
一
五
五
）三
三
│
八
八
一
七
番

小
田
島
　
光
　
紀

ワ
ー
ク
テ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

広
尾
郡
大
樹
町
字
下
大
樹
一
八
九
番
地
二
十
四

電
　
話
　
〇
一
五
五
八
―
八
―
七
二
〇
六

加
　
藤
　
明
　
浩

と
か
ち
銀
河
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

足
寄
郡
陸
別
町
字
陸
別
三
一
二

電
　
話
　
〇
一
五
六
―
二
五
―
二
六
六
九

河
　
向
　
由
紀
夫

十
勝
中
央
維
持
管
理
協
同
組
合

中
川
郡
幕
別
町
字
依
田
二
三
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
五
六
―
七
六
〇
八

代
表
理
事

丸

岡

秀

幸

ユ
イ
マ
ー
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一

根

　本

　
　
　健

東
十
勝
維
持
管
理
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
豊
頃
町
礼
作
別
六
八
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
│
五
七
四
│
二
四
二
五

田
名
邊

　義

　夫
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釧根支部

官
公
需
適
格
組
合

釧
路
北
部
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

川
上
郡
弟
子
屈
町
高
栄
二
丁
目
九
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
―
四
八
二
―
四
三
五
五

小

　澤

　由

　明

釧
路
市
新
釧
路
町
十
四
番
六
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
三
―
一
二
八
一
番

釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

福

井

克

美

協
同
組
合
　
日
専
連
く
し
ろ

理
事
長

釧
路
市
北
大
通
二
丁
目
七
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
二
―
二
〇
〇
〇
番

金

安

伸

一

協
同
組
合
　
釧
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

釧
路
市
星
が
浦
南
三
丁
目
一
番
八
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
五
三
―
一
一
〇
〇
番

理
事
長

島

本

幸

一

釧
路
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

釧
路
市
南
大
通
三
丁
目
一
番
十
九
号

電

話

〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
七
七
番

阿

　部

　
　
　聡

浜
中
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

厚
岸
郡
浜
中
町
浜
中
桜
西
二
十
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
六
四
―
二
一
一
六

赤

　石

　美
枝
子

根
室
浜
中
地
区
採
石
事
業
協
同
組
合

根
室
市
本
町
三
丁
目
一
番
地

「
み
な
と
み
ら
い
館
二
―
D
号
」

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
二
九
―
三
五
〇
〇

代
表
理
事

野
　
陳
　
　
　
敏

官
公
需
適
格
組
合

　釧
根
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧

路

市

大

町

一

丁

目

一

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
六
八
一
八

豊

田

高

明

理
事
長

相

澤

　
豊

釧
路
市
鳥
取
大
通
六
丁
目
一
番
一
号

　
　
　
　
　
　自
動
車
会
館
一
階

電

　話
（
代
表
）
五
二
―
一
三
三
一

釧
路
ハ
イ
ヤ
ー
協
同
組
合

釧
路
骨
材
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
新
富
士
町
五
丁
目
二
番
三
八
号

電

　話

　（
〇
一
五
四
）五
二
―
五
一
一
一
番

天

方

智

順

釧
路
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

釧
路
市
春
日
町
三
番
六
号
丸
平
総
合
ビ
ル
三
F

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
二
一
八
五

理
事
長

濱

屋

宏

隆
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釧根支部

ち
え
の
わ
事
業
協
同
組
合

野
付
郡
別
海
町
泉
川
五
七
番
地
一
一

電

　話

　〇
一
五
三
│
七
七
│
三
八
三
七
番

理
事
長島

　崎

　美

　昭

別
海
厚
生
企
業
組
合

　
介
護
事
業
所
す
ず
ら
ん

野
付
郡
別
海
町
別
海
鶴
舞
町
六
―
四
五

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
七
九
―
六
二
三
〇

代
表
理
事

三
　
友
　
盛
　
行

デ
イ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

理
事
長

釧

路

市

中

鶴

野

三

十

一

番

九

号

電
話

　〇
一
五
四
│
六
四
│
五
九
九
五

森

　田

　昌

　樹

池
田
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

釧
路
市
美
原
三
丁
目
四
十
四
番
五
号

電
話

　〇
一
五
四
―
三
七
―
〇
二
八
八

特
定
社
会
保
険
労
務
士

池

　田

　一

　己

中
標
津
地
区
山
砂
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

標
津
郡
中
標
津
町
東
三
十
二
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
七
九
九
〇

中

村

義

信

阿
寒
綜
合
林
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
新
町
二
丁
目
六
番
九
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
六
六
―
三
一
〇
ニ

大
　
澤
　
友
　
厚

阿
寒
観
光
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉

大

　西

　雅

　之

釧
路
環
境
衛
生
企
業
組
合

釧
路
市
入
江
町
一
四
番
七
号

電
　
話
　（
〇
一
五
四
）二
二
―
九
三
七
五

理
事
長

浪
　
岡
　
久
　
裕

ス
マ
イ
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
入
舟
四
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
五
四
│
四
一
│
五
〇
〇
〇

北

　野

　民

　恵

道
東
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

　技
術
力
＆
信
頼
力
の
共
生

代
表
理
事

釧
路
市
西
港
一
丁
目
一
〇
〇
番
地
三
三

（
日
通
機
工
株
式
会
社
釧
路
支
店
内
）

電

　話

　〇
一
五
四
│
五
五
│
二
一
八
八

小

　野

　裕

　司

根
室
中
部
砂
利
販
売
協
同
組
合

理
事
長

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
五
八
四
一
番

上

田

修

平

北
根
室
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

〒
〇
八
六
―
一
〇
五
四

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目

電

　話

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
九
九
番

F
A
X

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
三
一
番

理
事
長

金

田

　
則
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釧根支部

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

黒

金

町

七

│

四

│

一

釧
路
太
平
洋
興
発
ビ
ル
5
F

T
E
L

　〇
一
五
四
│
二
三
│
三
〇
一
一

久

　保

　裕

　之

〒
085－
0018

釧
路
市
柏
木
町
五
番
三
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
八
八

代
表
取
締
役
会
長

税

理

士

青
　
木
　
孝
　
志

株
式
会
社
釧
路
第
一
経
営
セ
ン
タ
ー

ア
オ
キ
孝
志
税
理
士
事
務
所

大
樹
生
命
保
険
　株
式
会
社

　道
東
支
社

支
社
長

釧

路

市

末

広

町

十

丁

目

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
八
五
八
八

冨

谷

拓

真

石
井
宏
臣
税
理
士
事
務
所

税
理
士

釧

路

市

城

山

一

丁

目

四

番

地

T
E
L

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
五

F
A
X

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
六

石

井

宏

臣
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網走支部

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

北
見
市
北
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

み
ん
と
ひ
ろ
ば
内

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
七
〇
三

理
事
長

真

柳

正

裕

北
見
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

代
表
理
事北

見

市

光

西

町

一

六

七

番

地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
四
五
四
四

栗

　山

　太

　郎

網
走
水
産
飼
料
加
工
協
同
組
合

網
走
市
能
取
港
町
二
丁
目
五
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
七
―
一
〇
一
一

理
事
長

宮

川

　

忠

協
同
組
合
北
見
綜
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

北

見

市

卸

町

三

丁

目

七

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
―
三
六
―
二
四
四
一

小

　松

　正

　道

北
見
木
工
協
同
組
合

理
事
長

中

　橋

　孝

　章

北
見
市
東
相
内
町
十
二
―
八

木
工
セ
ン
タ
ー

事
務
所

T
E
L
（
〇
一
五
七
）三
六
―
二
〇
〇
三

F
A
X
（
〇
一
五
七
）三
六
―
七
四
七
〇

北
見
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

北

見

市

三

楽

町

一

九

八

番

地

一

電

　話
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
〇
番

F
A
X
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
一
番

網

走

市

潮

見

一

八

五

番

地

六

電

　話
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
四
〇
二
三
番

F
A
X
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
六
九
三
七
番

高

　橋

　秀

　昭

北
見
事
務
所

網
走
支
部

官
公
需
適
格
組
合

北
見
管
工
事
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
北
進
町
三
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
八
一
三
番

小

　泉

　勝

　裕

し
れ
と
こ
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
九
―
四
一
四
二

斜
里
郡
斜
里
町
字
中
斜
里
一
八
番
地
二
九

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
二
一
五
八

F
A
X

　〇
一
五
二
―
二
三
―
五
六
五
五

理
事
長

佐

　藤

　年

　彦

協
同
組
合
日
専
連
北
見

理
事
長

北
見
市
北
二
条
西
三
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
三
三
一
一
番

長
谷
川

　
　
　幹

北
見
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
春
光
町
二
丁
目
一
五
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
六
五
四
五

山

本

義

明

〒
〇
九
〇
│
〇
〇
二
一

北
見
市
北
一
条
東
三
丁
目
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
七
│
二
三
│
四
五
八
二

F
A
X

　〇
一
五
七
│
二
三
│
四
六
二
一

北
見
地
方
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

原

　谷

　真

　人
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網走支部

網
走
地
方
芝
生
販
売
協
同
組
合

網
走
市
新
町
一
丁
目
七
番
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
五
―
一
八
一
〇

理
事
長

田

村

博

昭

北
見
地
方
畜
産
商
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
見
市
端
野
町
緋
牛
内
一
四
〇
〇
番
地
四

電

　話

　〇
一
五
七
―
五
七
―
二
三
一
九
番
㈹

鈴

　木

　法

　明

紋
別
地
方
石
油
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

紋
別
市
幸
町
五
丁
目
一
番
地
二
四

電

　話

　〇
一
五
八
―
二
四
―
二
〇
六
一
番

理
事
長

薩

　田

　和

　明

斜
里
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

斜
里
郡
斜
里
町
光
陽
町
五
二
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
二
―
二
七
六
〇

代
表
理
事

佐
々
木

　
　
　修

遠
軽
地
区
環
境
衛
生
協
同
組
合

紋
別
郡
遠
軽
町
西
町
一
丁
目
五
番
地
九

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
二
三
一
〇

専
務
理
事

稲

田

光

男

理
事
長

寺

田

明

弘

北
見
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

大

和

三

二

八

番

六

電

　話

　〇
一
五
七
―
六
七
―
七
〇
四
〇

斉

　藤

　伸
一
郎

網
走
共
栄
企
業
組
合

理
事
長

網
走
市
潮
見
二
丁
目
六
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
一
三
二
五

石

　川

　伸

　司

知
床
温
泉
旅
館
協
同
組
合

代
表
理
事

斜
里
郡
斜
里
町
ウ
ト
ロ
西
一
八
六
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
四
―
二
六
三
九

木

　幡

　純
一
郎

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

卸

町

三

丁

目

三

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
│
三
三
│
三
三
七
七

　森

　
　
　茂

　

紋
別
地
区
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
紋
別
市
元
紋
別
六
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
二
三
│
三
六
五
四

谷

内

信

一

美
幌
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

網
走
郡
美
幌
町
字
仲
町
一
丁
目
一
四
三
番
地

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
三
―
五
〇
五
〇

髙

　橋

　清

　文

北
見
造
園
緑
化
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

広

郷

一

一

三

六

│

三

T
E
L

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
四

F
A
X

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
六

木

村

　
清

〒
〇
九
九
│
一
五
八
六
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網走支部

税
理
士
法
人
松
尾
会
計

北
見
市
寿
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電
　
話
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
二
番

F
A
X
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
八
番

松
　
尾
　
俊
　
介

代
表
社
員

税
理
士

佐
々
木
儀
幸
税
理
士
事
務
所

税
理
士

網
走
市
南
六
条
西
三
丁
目
八
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
七
一
〇

F
A
X

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
一
九
一

佐
々
木

　儀

　幸

網
走
地
区
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

網

走

市

字

呼

人

三

八

二

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
八
│
二
二
一
九

中

　川

　寿

　一
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胆振支部

輪
西
中
核
施
設
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
五
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
三
│
四
三
│
五
八
四
六

松

永

英

樹

協
同
組
合
日
専
連
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

苫
小
牧
市
表
町
三
―
二
―
十
一

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
三
三
―
二
〇
〇
〇

野
　
村
　
信
　
一

理
事
長

洞
爺
湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
七
十
八
番
地
三
八
六

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
五
―
二
七
〇
六

代
表
理
事

若

　狭

　洋

　市

苫
小
牧
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

苫
小
牧
市
新
開
町
四
丁
目
六
番
十
八
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
七
三
七

理
事
長

川
　
端
　
隆
　
志

室
蘭
自
動
車
整
備
協
同
組
合

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
八
八
六
〇

理
事
長

江

　良

　貴

　志

登
別
管
工
事
業
協
同
組
合

登
別
市
中
央
町
一
丁
目
十
番
地
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
三
三
七
九

F
A
X

　〇
一
四
三
―
八
五
―
〇
三
一
〇

理
事
長

尾

　形

　勝

　夫

苫
小
牧
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
新
明
町
一
丁
目
二
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
〇
二
二
番

荒

磯

宣

久

白
鳥
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　商
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
白
鳥
台
五
丁
目
一
番
四
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
五
九
―
五
〇
一
〇

田

中

健

太

官
公
需
適
格
組
合

　室
蘭
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
日
の
出
町
二
丁
目
二
十
二
番
九
号

電

　話
（
〇
一
四
三
）
八
三
―
七
六
一
六

斉

　藤

　
　
　聡

代
表
理
事

道
南
公
益
清
掃
事
業
協
同
組
合

室
蘭
市
寿
町
三
丁
目
二
十
四
番
五
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
一
六
―
一
九
九
一

三

浦

真

彦

官
公
需
適
格
組
合

　苫
小
牧
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
五
九
三
四

成

田

才

仁
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胆振支部

伊
達
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

伊
達
市
松
ケ
枝
町
六
十
一
番
地
四

電

　話

　〇
一
四
二
―
二
三
―
二
二
七
七

理
事
長

柴

田

政

彦

室
蘭
地
方
中
古
自
動
車
販
売
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
六
号

電

　話 

〇
一
四
三
―
四
三
―
七
二
九
二

香

　川

　博

　行

室
蘭
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

登
別
市
若
草
町
二
丁
目
十
四
番
地
十

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
二
―
一
一
一
二

高

　橋

　
　
　聖

協
業
組
合
　室
蘭
清
掃
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事室

蘭
市
寿
町
三
丁
目
二
十
四
―
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
三
―
三
一
五
五

髙

橋

伸

介

専
務
理
事

松

本

一

雄

理

　事

髙

橋

邦

夫

室
蘭
中
央
町
三
丁
目
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
央
町
三
丁
目
六
番
五
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
二
四
―
一
二
三
〇

多

田

昌

央

協
同
組
合
苫
小
牧
タ
グ
セ
ン
タ
ー

理
事
長

苫
小
牧
市
汐
見
町
一
丁
目
一
番
六
号

電 

話

　〇
一
四
四
│
三
四
│
一
六
〇
七

山

口

英

彦

苫
小
牧
港
外
貿
コ
ン
テ
ナ
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

小

牧

市

字

弁

天

五

三

四

番

二

電

　話

　〇
一
四
五
―
二
六
―

八
七
〇
〇

秋

　元

　茂

　樹

協
同
組
合
中
小
企
業
助
成
会

代
表
理
事苫

小
牧
市
末
広
町
2
丁
目
6
番
1
1
号

T
E
L
（
0
1
4
4
）
3
5
―
2
2
3
3

F
A
X
（
0
1
4
4
）
3
5
―
1
3
1
3

松

　本

　新

　一

〒
053

0021
―

苫
小
牧
廃
棄
物
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
表
町
三
丁
目
一
番
一
三
号

第
2
C
K
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
四
四
│
八
四
│
一
一
一
四

渡

　辺

　健

　治

中
島
中
央
商
店
街
振
興
組
合

室
蘭
市
中
島
町
一
丁
目
十
八
番
四
号
日
昇
堂
内

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
四
四
七
六

理
事
長

門

　脇

　宏

　幸

苫
小
牧
L
P
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

苫
小
牧
市
有
明
町
一
丁
目
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
七
二
―
一
五
六
六

理
事
長

半

澤

敏

夫

洞
爺
湖
舟
艇
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
│
七
五
│
二
一
三
七

大

西

英

生
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胆振支部

苫
小
牧
造
園
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
若
草
町
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
四
│
三
八
│
七
一
一
〇

青

木

俊

憲

北
海
港
湾
石
材
協
同
組
合

代
表
理
事

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
高
砂
町
一
六
六
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
六
―
五
〇
二
八

澁

木

　
勉

特
殊
鋳
物
協
同
組
合

代
表
理
事

室

蘭

市

水

元

町

二

十

七

番

一

号

T
E
L
（
〇
一
四
三
）
四
六
│
五
六
五
一

村

　瀬

　
　
　充

〒050-8585

苫
小
牧
金
属
板
工
業
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
元
中
野
町
二
丁
目
五
番
六
号

電

　話
（
〇
一
四
四
）
三
五
│
七
七
八
〇

梨

　木

　
　
　仁

〒053-0005

東
胆
振
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
字
勇
払
一
五
二
番
地
二
四
五

電

　話

　〇
一
四
四
│
五
七
│
八
二
一
六

栗

　林

　克

　行

〒059-1372

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　苫
小
牧
支
社

〒
053

0022
ー

支
社
長

道

　面

　
　
　博

苫
小
牧
市
表
町
二
丁
目
一
番
一
四
号

電

　話

　〇
一
四
四
（
三
二
）
八
八
七
五

ど
う

　
　め
ん

ひ
ろ
し
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空知支部

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
四
条
西
四
丁
目
八
番
地

エ
ス
エ
ー
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
五
二
九
三
番

酒

井

　
茂

空
知
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

岩
見
沢
市
九
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
一
〇
九
七

理
事
長

猪

股

浩

德

江

本

勝

典

高
瀬

　
　謙
二
郎

岩
見
沢
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
六
〇
〇

F
A
X

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
五
八
八

代
表
理
事

及

　川

　
　
　聡

中
空
知
環
境
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
緑
町
二
丁
目
七
番
二
五
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
五
〇
〇
〇

櫻

　井

　雅

　聖

滝
川
環
境
維
持
管
理
協
同
組
合

滝
川
市
流
通
団
地
一
丁
目
二
番
一
一
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
〇
二
二
四

代
表
理
事

古

川

廣

伸

協
同
組
合

空
知
地
区
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

岩

見

沢

市

七

条

東

一

丁

目

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
二
二
―
四
四
九
六

理
事
長

北

澤

治

雄

協
同
組
合

　日
専
連
美
唄

理
事
長

美
唄
市
西
一
条
南
二
丁
目
一
│
二
一

パ
ナ
プ
ラ
ザ
い
と
う
内

電 

話 

〇
一
二
六
│
六
六
│
二
〇
〇
〇

円

子

　
保

北
空
知
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

深

川

市

二

条

十

九

番

十

九

号

電
話

　〇
一
六
四
―
二
六
―
二
八
一
八

中

本

博

大

芦
別
道
路
維
持
管
理
協
同
組
合

理
事
長

芦
別
市
南
一
条
東
一
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
三
―
三
八
三
八

浅

井

富

雄
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空知支部

岩
見
沢
公
共
施
設
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　
　事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

岩
見
沢
市
北
村
赤
川
五
八
六
番
地
三
五

電

　話

　〇
一
二
六
│
五
六
│
二
一
二
一

新

川

勝

久

芦
別
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
協
同
組
合

芦
別
市
北
一
条
西
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
二
―
八
九
八
一

理
事
長

吉

川

幸

伸

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
知
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
八

工

藤

英

人

北
央
化
製
事
業
協
同
組
合

理
事
長

空
知
郡
南
幌
町
南
七
線
西
十
五
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
八
―
五
五
五
〇

酒

　井

　剛

　一

代
表
理
事

中
　
村
　
　
　
剛

協
同
組
合
ア
ー
ス
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

岩
見
沢
市
四
条
西
十
五
丁
目
三
番
地

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
三
三
―
七
五
五
七
番

砂
川
道
路
管
理
協
同
組
合

砂
川
市
北
吉
野
町
二
八
二
番
地
四

電

　話

　〇
一
二
五
│
五
二
│
二
四
六
〇

代
表
理
事

三

　土

　壽

　廣
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宗谷支部

官
公
需
適
格
組
合

　宗
谷
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
中
央
五
丁
目
七
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
二
三
―
二
七
六
七

菅

　原

　
　
　耕

　
　稚
内
と
み
お
か
商
店
会

協
同
組
合

専
務
理
事

稚
内
市
富
岡
二
丁
目
一
番
二
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
六
四
〇
一
番

橋

　本

　健

　司

理
事
長

今

　村

　光

　壹

官
公
需
適
格
組
合

　北
星
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

稚
内
市
は
ま
な
す
二
丁
目
四
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
三
―
六
五
〇
三

F
A
X

　〇
一
六
二
―
三
二
―
五
五
五
五

齋

藤

直

哉

稚
内
管
工
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
七
―
〇
〇
〇
一

稚
内
市
末
広
四
丁
目
三
番
四
号

電

　話
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
二
番

F
A
X
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
〇
番

理
事
長

富

田

伸

司

稚
内
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
は
ま
な
す
三
丁
目
三
番
十
一
号

電
話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
一
一
一
一

貝

森

好

文

豊
富
町
産
廃
処
理
協
同
組
合

天
塩
郡
豊
富
町
字
上
サ
ロ
ベ
ツ

一
一
八
八
番
地
の
五
一

電
　
話
　
〇
一
六
二
―
八
二
―
三
一
二
三

代
表
理
事

佐
々
木
　
正
　
義
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後志支部

理
事
長

小

樽

市

築

港

五

番

四

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
九
―
二
一
四
一

山

田

藤

夫

小
樽
倉
庫
事
業
協
同
組
合

石
狩
湾
新
港
倉
庫
事
業
協
同
組
合

小
樽
市
ア
パ
ー
ト
業
協
同
組
合

〒
〇
四
七
ー
〇
〇
二
四

事
務
局

　小
樽
市
花
園
四
丁
目
一
番
十
六
号

電

　話

　〇
一
三
四
ー
二
四
ー
一
七
二
二
番

F
A
X

　〇
一
三
四
ー
二
四
ー
一
七
二
二
番

理
事
長

稲

　田

　文

　雄

官
公
需
適
格
組
合

　小
樽
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

緑

一

丁

目

一

番

三

号

電

　話

　〇
一
三
四
―
三
二
―
四
八
五
七
番

土

田

勝

稔

小
樽
板
金
工
業
協
同
組
合

小

樽

市

稲

穂

二

丁

目

七

番

一

号

T
E
L
（
〇
一
三
四
）
二
二
―
四
五
九
七
・
F
A
X
二
二
―
五
〇
〇
九

北

　
　
　幸

　治

理
事
長

大
磯
商
店
街
協
同
組
合

理
事
長

寿
都
郡
寿
都
町
字
大
磯
町
83
番
地
1

電
　
話
　
〇
一
三
六
―
六
二
―
二
五
三
五

寺

門

隆

次

小
樽
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
四
七
―
〇
〇
〇
八

小

樽

市

築

港

八

番

三

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
三
―
五
五
〇
四

池

田

幹

雄

後
志
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
倶
知
安
町
南
三
条
東
六
丁
目
二

電

　話

　〇
一
三
六
―
二
二
―
一
七
一
〇

玉

井

淑

　

小樽鱗友商業協同組合

理事長

山 崎 　 努
小樽市色内3丁目10番15号
電話（0134）22－0257番

北
後
志
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

理
事
長

余
市
郡
余
市
町
黒
川
町
十
丁
目
六
十
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
五
―
二
一
―
二
七
〇
〇

安

　本

　
　
　守

小
樽
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

小
樽
市
富
岡
一
丁
目
十
番
二
十
四
号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
五
―
〇
五
一
一
番

理
事
長

岩

城

直

人

副
理
事
長

花

和

嘉

貴

副
理
事
長

村

田

憲

恒

仁
木
町
除
雪
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

仁

木

　

洋

〒
〇
四
八
―
二
四
一
三

余
市
郡
仁
木
町
南
町
一
丁
目
十
一
番
地
　（
有
）仁
木
小
型
運
輸
内

T
E
L
　
〇
一
三
五
―
三
二
―
二
〇
七
四

F
A
X
　
〇
一
三
五
―
三
二
―
二
三
二
一

E
-m
a
il:n
ik
i.s
rb
c
@
g
m
a
il.c
o
m

事
務
局
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後志支部

齋

　藤

　千
恵
子

小
樽
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

〒
〇
四
七
―
〇
〇
三
二

小

樽

市

稲

穂

五

丁

目

五

番

一

号

T
E
L

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
一
九
一

F
A
X

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
三
五
七

代
表
理
事

小
樽
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

港

町

一

番

一

号

電

　話

　〇
一
三
四
│
二
一
│
七
七
七
一

畑

　
　
　賢

　治

ホ
ク
ト
メ
ン
テ
ッ
ク
協
同
組
合

寿
都
郡
黒
松
内
町
字
黒
松
内
二
〇
五

電

　話

　〇
一
三
六
│
七
二
│
三
一
二
一

代
表
理
事

菅

原

圭

介
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本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の

 実   績！
4848

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。

ポイント ❶1No . 7 7 8
2 0 2 1

年頭あいさつ
01	 北海道中小企業団体中央会　会長　尾池　一仁
02	 経済産業省北海道経済産業局長　安藤　保彦
03	 北海道知事　鈴木　直道
04	 北海道産業貢献賞
05	 食品衛生事業功労者厚生労働大臣表彰受賞／	
	 令和 2年度　中小企業組合士第 1回研修会開催
06	「コロナ後に、生き残る企業の条件」セミナー開催／	
	 令和 2年度　組合管理者等講習会開催
07	 新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者への資金繰り支援制度
08	 令和元年度　補正ものづくり補助金3次締切の採択結果が発表されました！
09	 ものづくり補助金〔一般型・グローバル展開型〕（5次締切分）の公募について
10	 中小企業診断士が 3分解説！	
	 コロナに負けない！ピンチがチャンスに変わる事業承継	
	 ─中小企業診断士事務所RMS経営　代表　新宮　隆太　氏─
11	 全国の先進組合事例紹介①〜一勝地果実協同組合〜
12	 11 月の道内景況
14	 支部だより
16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金の特例措置を延長します
北海道労働局からのお知らせです

　雇用調整助成金とは、経済上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、労働者に対して一時的に休
業等を行い、労働者の雇用の維持を図った場合に、休業手当相当額等を助成するものです。

nformationi 1

学校等休業助成金・支援金、雇用調整助成金コールセンター
TEL：0120-60-3999　受付時間：午前9時〜午後9時（土日・祝日含む）お問合せ先

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和2年12月31日までを目途に雇用調整助成金の特例措置を
講じてきたところですが、現在の雇用情勢を鑑み、緊急対応期間を

令 和 3 年 2 月 末 ま で
延長が閣議決定しました。

延長について

○�利用可能な特例措置の内容は、高助成率や、要件緩和などすべて引き続き延長となる見込みです。
○�特例期間（令和2年1月24日〜）、緊急対応期間（令和2年4月1日〜）いずれも同日まで延長となる見込みです。
○�支給対象期間の末日の翌日から2か月以内に申請する必要があります。早めの申請をお願いします。
○�令和3年3月以降の対応については、雇用情勢等を総合的に考慮し改めて判断することとしています。

注意点など
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「コロナ後に、生き残る企業の条件」
セミナーを開催！

支部だより（釧根支部）

支部だより（空知支部）
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